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「志布志みなと
サッカーフェスティバル
～志布志運動公園ほか～」

今月の読者プレゼント

　今月の読者プレゼントは、3 ページでご

紹介して い ま す H
ハ ナ ノ ヤ

ANANOYA さ ん か ら

「500 円チケット」を５名にプレゼント！

　33 ページの「お便り」ハガキを使って、

ご応募ください。お待ちしています！

　８月１日から 12 日まで

サッカーフェスティバル

が開催され、遠くは山梨

県からも参加がありまし

た。参加した 112 の高校

は、暑い中全力でプレー

し、サッカー技術の向上

と他校との交流を図りま

した。

もくじ 　　　　　　　　　　　　　　　　　  contents

志 布 志 市 民 憲 章

私たち志布志市民は

し　　自然に親しみ、ふるさとを愛し

ぶ　　文化の香り高い先人の叡
え い ち

智に学び

し　　幸せと平和を求め

“こころざし” あふれるまちを創ります

※前文を省略して記載しています。

　

２
０
１
０
年
か
ら
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
や
雑
貨
を
販
売
し
て
き
た

Ｈハ

ナ

ノ

ヤ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
が
、
今
年
７
月
７
日
に

カ
フ
ェ
ブ
ー
ス
を
プ
ラ
ス
し
た
新
店
舗
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

店
舗
に
は
『
世
界
に
た
っ
た
一
つ
の
贈
り

物
』
が
コ
ン
セ
プ
ト
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
雑

貨
の
奥
に
、
木
の
テ
ー
ブ
ル
や
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
の
ソ
フ
ァ
が
置
か
れ
た
10
席
程
の
カ
フ
ェ

ブ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
で
は
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き
る

キ
ッ
シ
ュ
や
ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、

今
の
季
節
は
5
種
類
か
ら
選
べ
る
ク
リ
ー
ム

ソ
ー
ダ
も
お
ス
ス
メ
で
す
。
金
、
土
曜
日
に

は
キ
ッ
シ
ュ
や
ト
マ
ト
た
っ
ぷ
り
の
ハ
ヤ
シ

ラ
イ
ス
の
ラ
ン
チ
も
あ
り
ま
す
。

shop data

ＨＡＮＡＮＯＹＡ
（はなのや）

志布志町志布志 2 ー 10 ー 8
Tel：099-401-5077
oｐｅｎ：11時 30分～ 17時
　（ランチは金・土曜日のみ）
オーダーストップ：
　ランチ 14時、ドリンク 17時
定休日：日曜・祝日

志布志の『ウマイ！』を

お届けします。

しぶし グルメん ’s なび

Do you want to eat?

『�

せ
っ
か
く
志
布
志
に
住
ん
で
い

る
ん
だ
し
、
志
布
志
の
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
た
い
。』

『�

志
布
志
を
訪
れ
て
く
れ
た
友
人

に
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て

ほ
し
い
。』

志
布
志
市
観
光
特
産
品
協
会
が
、

そ
ん
な
あ
な
た
に
オ
ス
ス
メ
す

る
一
品
で
す
。

手づくりのアクセサリーは種類も豊富

アンティークな雰囲気でくつろげます

H
ハ ナ ノ ヤ

ANANOYA の

キッシュ
　サクッと焼き上げたご家庭でもな
じみやすい味のキッシュは、ドリン
クと一緒にテイクアウトもできます。
　気軽に食べやすいカップタイプな
ので、お土産にもぴったり。
　ぜひご賞味ください。

Ｐ
HANANOYA

志布志郵便局

鹿児島信用金庫

03　しぶしグルメん ’ ｓなび 27　シリーズ国保

04　特集①：創年市民大学 まちづくり 仲間づくり 自分づくり

08　特集②：男女共同参画 パ パのためのワーク・ライフ・バランス

10　まちの話題 28
　知ってる？ 消費生活相談

　　皆でつくろう「共生・協働・自立」のまち

17　歴史さんぽ 29
　知っ得 !? 年金インフォメーション

　　市報しぶしを作ってみた！

18　エコ通信 33　うぶごえ・おくやみ

19　図書館へ行こう。 34　市役所からの大事なお知らせ

20　文芸『志』・季・折・々 36　募集・お知らせ

22　保健師・栄養士メモ 38　市長コラム

24　こころざしブランド通信 40　暮らしのカレンダー

26　税の広場
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平
成
16
年
度
に
第
１
期
志
布
志
創
年
市

民
大
学
が
開
校
し
、
今
年
で
14
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
年
齢
・
職
業
を
問
わ
ず
、

市
内
外
か
ら
３
０
０
名
を
超
え
る
学
生
が

（
今
期
は
90
名
）
が
入
学
し
、
学
習
し
て

い
ま
す
。

　

今
月
は
志
布
志
創
年
市
民
大
学
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
少
し
で
も
興
味
を
持
た

れ
た
ら
、
こ
の
機
会
に
受
講
を
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

志
布
志
創
年
市
民
大
学
と
は

　
　

ま
ず
は
『
創
年
』
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

　
「
新
た
な
人
生
に
挑
戦
す
る
、
生
涯
現

役
を
目
指
す
人
々
」
を
創
年
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
実
年
齢
を
７
掛
け

し
て
、
活
動
意
欲
を
持
つ
こ
と
を
推
進
す

る
言
葉
で
す
。

　

次
に
、志
布
志
創
年
市
民
大
学
の
活
動
、

目
的
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
志
布
志
創

年
市
民
大
学
は
『
ま
ち
づ
く
り
の
方
法
を

学
び
、
実
践
を
目
的
と
す
る
学
び
舎
』
で

す
。
県
内
外
か
ら
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
方
々
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
、講
義
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
自
分
の
ま
ち
に
合
っ
た
ま
ち

づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
実
践
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
な
学
習
内
容

　

昨
年
（
第
13
期
）
ま
で
に
組
ま
れ
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
２
１
０
項
目
、
そ
し
て
、

講
師
の
数
は
１
０
０
名
を
超
え
ま
す
。

　
『
お
も
て
な
し
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
』

『
人
・
文
化
・
歴
史
・
自
然
な
ど
、
身
近

に
あ
る
も
の
を
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
』

の
他
、
多
く
の
ま
ち
づ
く
り
の
形
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
話
だ
け

で
な
く
、『
メ
デ
ィ
ア
で
は
報
道
さ
れ
な

い
、
復
興
支
援
の
苦
悩
と
問
題
点
』『
当

た
り
前
に
生
活
が
で
き
て
い
る
こ
と
の
あ

り
が
た
さ
。
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
』『
志
布
志
・
鹿
児
島
の
歴

史
と
偉
人
の
活
躍
』
な
ど
、
教
養
を
高
め

た
り
、
地
域
を
学
ん
だ
り
す
る
講
座
も
開

か
れ
て
い
ま
す
。

学
ぶ
だ
け
で
は
な
い

　

志
布
志
創
年
市
民
大
学
に
は
、
学
ぶ
だ

け
で
は
な
い
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

　

夏
に
は
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
、
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
で
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
【
写
真

１
】
が
行
わ
れ
ま
す
。「
今
日
初
め
て
話

し
た
の
に
旧
知
の
仲
の
よ
う
に
打
ち
解
け

た
」
と
言
う
方
も
い
ま
す
。

　

秋
に
は
ま
ち
づ
く
り
の
研
修
を
目
的
と

し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー
（
修
学
旅

行
）【
写
真
２
】
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
普

段
は
講
師
を
招
い
て
の
講
義
で
す
が
「
現

場
に
行
く
と
一
段
と
刺
激
を
受
け
る
」
と

参
加
者
は
言
い
ま
す
。

　

冬
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
【
写

真
３
】
を
行
い
、
多
く
の
人
に
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
素

晴
ら
し
い
生
演
奏
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
地
元

高
校
生
と
の
競
演
が
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、

志
布
志
創
年
市
民
大
学
初
の
実
践
企
画
の

『
し
ぶ
し
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』【
写

真
４
】
で
す
。
平
成
19
年
に
学
習
し
た
講

義
、角
田
市
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
宮

城
県
）
を
参
考
に
、
市
民
大
学
の
学
生
が

主
体
に
な
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
び

を
還
元
す
る
と
と
も
に
、「
創
年
と
子
ど

も
の
ま
ち
」
を
謳う

た

う
市
民
大
学
に
ぴ
っ
た

り
の
イ
ベ
ン
ト
と
言
え
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り 

仲
間
づ
く
り 

自
分
づ
く
り

志
布
志
創
年
市
民
大
学
の
特
色

特
集

志
布
志
創
年
市
民
大
学

原
口　

泉 

学
長　
（
志
學
館
大
学
教
授
）

福
留　

強 

名
誉
学
長

（
全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
協
会
理
事
長
）

【写真３】心に響く演奏に涙する人も。

【写真４】子どもに大人気のわりばしテッポウ。

【写真１】親睦が一気に深まります。

【写真２】日本で唯一の「鮭神社」参拝。



薩
摩
の

原
動
力
と
な
っ
た

 

郷
中
教
育
と

西
郷
隆
盛
の

秘
話

志
布
志
創
年
市
民
大
学
公
開
講
座

2017．9．13（水）

志布志市文化会館ホール
18:00 開場　18:30 開演

入場無料
※未就学児入場不可。 託児所はございません。

講師：西郷隆夫
　　　（西郷隆盛 曾孫）
講師：西郷隆夫
　　　（西郷隆盛 曾孫）

教
科
書
に
な
い
西
郷
隆
盛
と
は―

―

　
薩
摩
を
築
い
た
郷
中
教
育
と
は―

―

　
　
　
　
西
郷
隆
盛
の
曾
孫
が
語
り
ま
す
。

2017．12．23（土・祝）
志布志市文化会館ホール
13:30 開場　14:00 開演

問い合わせ先　志布志創年市民大学事務局 099-472-3050

入場無料

　３回目になる今年の志布志創年市民大学
Xmas コンサートは，お子様も楽しめるス
テージも予定しております。
　詳細は改めてチラシを配布いたしますの
で，お楽しみに。

志布志創年市民大学からのお知らせ
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子
育
て
が
終
わ
り
、
仕
事
も
落
ち
着
い

て
き
た
の
で
、
自
由
に
自
分
の
時
間
を
使

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
時

間
で
何
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ

に
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

何
気
な
く
市
の
広
報
紙
を
見
て
い
た

ら
、
ふ
と
、
気
に
な
る
名
前
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
こ
の
『
志
布
志
創
年
市
民
大

学
』
で
す
。
私
は
こ
の
『
創
年
市
民
大

学
』
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
心
惹
か
れ
ま

し
た
。「
こ
こ
に
入
れ
ば
き
っ
と
何
か
学

ぶ
も
の
が
あ
る
」
そ
う
思
い
、
入
学
を
決

意
し
ま
し
た
。

　

今
年
、
志
布
志
創
年
市
民
大
学
の
学
生

に
な
っ
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
。
私
は
こ

の
創
年
市
民
大
学
に
入
学
し
て
、
本
当
に

よ
か
っ
た
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
の

理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
「
学
ぶ
喜
び
を
味
わ
え
る
」
こ

と
で
す
。
私
は
歴
史
に
は
さ
ほ
ど
興
味
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
原
口
学
長
を
は

じ
め
何
人
も
の
先
生
の
お
話
を
聴
く
う
ち

に
、歴
史
が
好
き
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
見
る
こ
と
の

な
い
、
生
の
知
識
に
触
れ
ら
れ
る
の
も
新

鮮
で
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

こ
と
に
気
が
付
か
さ
れ
、
好
奇
心
を
刺
激

さ
れ
て
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
仲
間
で
す
。
私
は
友
だ

ち
と
一
緒
に
入
学
し
た
わ
け
で
も
、
勧
め

ら
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
一
人
で
入
学
し

ま
し
た
。
で
す
が
、
今
は
一
人
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
少
し
ず

つ
、
自
然
と
仲
間
が
増
え
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
本
当
に
嬉
し
い
の
で
す
。

　

私
は
現
在
も
仕
事
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
毎
回
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
が
、
可
能

な
限
り
受
講
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
も
私
の
よ
う
に
、「
時
間
が
あ
る

か
ら
何
か
し
た
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
志

布
志
創
年
市
民
大
学
は
い
か
が
で
す
か
。

き
っ
と
楽
し
い
で
す
よ
。

新
し
い
楽
し
み
見
つ
け
た
！

第
11
期
生
・
学
生
副
代
表
　
　
　
熊
谷
啓
子
さ
ん
（
有
明
町
）
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パ
パ
の
た
め
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
は
、
仕
事
と
私
生
活
と
が
調
和
あ
る
い
は
両
立
し
て
い
る
状
態
を
さ
し
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を
得
な
が
ら
働
き
、
仕
事
上
の
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
社
会
な
ど
で
も
、
子

育
て
期
、
中
高
年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方
が
選
択
、
実
現
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　

今
月
は
、
男
性
目
線
で
の
仕
事
、
子
育
て
な
ど
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
政
策
課  

男
女
共
同
参
画
推
進
室  

男
女
共
同
参
画
係

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
５
０
・
２
５
８
）　　
　
　
　
　
　
　
　

仕
事
も
子
育
て
も
楽
し
も
う

　

仕
事
も
子
育
て
も
、
ど
ち
ら
も
充
実
さ

せ
た
い
、
ど
ち
ら
も
楽
し
み
た
い
、
そ
ん

な
価
値
観
を
持
つ
パ
パ
た
ち
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、「
働
き
盛
り
」
と
「
子
育
て

盛
り
」
の
時
期
は
同
時
進
行
す
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
現
実
に
は
仕
事
の
事
情
で
子

ど
も
と
関
わ
る
時
間
を
十
分
に
取
れ
な
い

と
い
う
パ
パ
も
多
く
い
ま
す
。

　

子
育
て
期
間
中
に
は
、
今
し
か
で
き
な

い
こ
と
、
今
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
パ
パ
が
子
育
て
に
関
わ
る
こ

と
で
下
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

夫
婦
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
自
分
ら
し

い
子
育
て
期
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

家
事
と
育
児
、
ど
れ
く
ら
い
や
っ
て

い
ま
す
か
？

　

日
本
の
男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
画

時
間
は
諸
外
国
と
比
べ
て
短
く
な
っ
て
い

ま
す
。
６
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭

で
は
１
時
間
強
で
あ
る
と
の
調
査
結
果
も

あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
男
性
も
育
児
休

暇
を
取
得
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

実
際
の
取
得
率
は
２
％
程
度
と
低
水
準
で

す
。
女
性
の
83
％
と
比
べ
る
と
、
や
は
り

大
き
な
男
女
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。（
参
考
：
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

　

次
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
28
年
、
志
布
志

市
の
「
男
女
共
同
参
画
・
Ｄ
Ｖ
・
女
性
活

躍
推
進
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
」の「
家

庭
内
で
の
役
割
分
担
」
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
で
す
。
や
は
り
、
家
事
・
育
児
は
女

性
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
職
場
で
男
性
も
育
児

休
暇
が
取
得
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
長
時

間
労
働
が
是
正
さ
れ
れ
ば
、
男
性
も
育
児

や
家
事
を
分
担
で
き
、
女
性
も
積
極
的
に

働
き
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
家
庭
や
仕
事
の
場
以
外
に
も

や
り
甲
斐
を
感
じ
ら
れ
れ
ば
、
き
っ
と
男

性
に
と
っ
て
も
女
性
に
と
っ
て
も
、
よ
り

豊
か
な
人
生
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

男女共同参画
特集２

家庭が安定する 仕事に好影響

活動範囲が広がるママが輝く

●�時間意識が高まり、生産性の

向上につながる。

●�情報の共有化により、チーム

ワークが高まる。

●�子育てを通じて視野が広が

り、新たなアイデアや企画力

が磨かれる。

●�子育てを通じて、自分の住

む 地 域 に 友 だ ち や ネ ッ ト

ワークができる。

●�自分の住む地域での活動範

囲が広がり、自身のよりど

ころが増える。

●�子どもはパパとママの愛情

を受けて、健やかに育つこ

とができる。

●�子育ての喜びと苦労を分かち

合うことで夫婦の絆が深まる。

●�ママの育児ストレスが減り

第二子以降も産みやすい。

●�仕事と育児を両立しやすくな

り、女性が活躍する場が広がる。

●�「女性の力」が発揮されること

で、企業経営にもプラス効果。

●�ママが一人で育児の不安や

ストレスを抱え込むことが

なくなる。

イクメンをされている前原さんにインタビューしました

○普段の家事、育児の分担はどうしてますか？

　�「洗濯やアイロンがけ、交替で皿洗いをしています。

育児では、幼稚園への朝の送り届け、お風呂、からだ

遊びや寝る前に絵本を読み聞かせています。」

○家事だけでなく育児も、というのは大変では？
　�「やることは増えますが、夫婦で分担して、夫が得意

な育児を見つけて、率先してやると良いかなと思いま

す。大変ですが、子どもの寝顔を見ると疲れも全部吹

き飛ぶと思います。」

○子育ての中で意識していることは？
　�「極力子どもを笑顔で過ごさせてあげることです。笑わ

せるように夫婦で努め、体を使った運動をしたり、ほめ

るときに頭を撫でたりハイタッチしたり、小さなことで

も良いので、ふれあいの時間を持つようにしています。」

○これからパパになる人に一言お願いします？
　�「少年時代がもう一度やってくると思って、楽しみに

していてほしいです。子ども向けの場所やアニメに詳

しくなったり、イベントに並んだり…一見大変そうに

見えますが、大人だけでは絶対に行かない場所に出か

けるので、少年に戻ったように楽しんでいます。」

○�ママからも一言い
ただきました

　�「これからも２人

で協力して家事に

育児に楽しんでい

きましょうね。」

育
児
休
業
を

取
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆�

性
別
を
問
わ
ず
、
育
児
休
業
は
誰
で
も

取
得
で
き
ま
す
。

　

育
児
休
業
は
、
子
ど
も
が
１
歳
（
一
定
の

場
合
、
子
が
１
歳
６
か
月
）
に
達
す
る
ま
で

の
間
、取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
「
育
児
・

介
護
休
業
法
」
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆�

妻
が
専
業
主
婦
の
場
合
や
、
妻
が
育
児

休
業
中
で
も
、
夫
も
取
得
で
き
ま
す
。

　

父
母
が
と
も
に
育
児
休
業
を
取
得
す
る

場
合
、
休
業
可
能
期
間
が
１
歳
２
か
月
に

達
す
る
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。（
パ
パ
・

マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
）

　

さ
ら
に
、
妻
の
出
産
後
８
週
間
以
内
に

父
親
が
育
児
休
業
を
取
得
し
た
場
合
に

は
、
特
別
な
事
情
が
な
く
て
も
、
再
度
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

母
体
の
回
復
に
と
っ
て
重
要
な
産
後
８

週
間
に
積
極
的
に
育
児
休
業
を
取
る
こ
と

は
、
夫
婦
の
絆
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

◆
公
的
な
経
済
的
支
援
が
あ
り
ま
す
。

　

育
児
休
業
を
取
り
た
く
て
も
経
済
的
な

不
安
か
ら
踏
み
切
れ
な
い
人
も
い
る
で

し
ょ
う
。
休
業
開
始
前
の
給
料
の
67
％
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
育
児
休
業
給
付

金
な
ど
の
所
得
補
償
や
社
会
保
険
料
の
免

除
な
ど
の
経
済
的
支
援
が
あ
り
ま
す
。

9
市報しぶし 2017.8 
S h i b u s h i  C i t y  P R

夫 妻 夫婦

家事

家 庭 内 で の 役 割 分 担 －平成 28 年度志布志市住民意識調査より－

育児

介護

ＰＴＡや子ども会

自治会や公民館活動などの地域活動

高額商品や土地家屋の購入を決める

家族全員

1.7%

0.8%

1.5%

2.0% 4.2%

5.2%

3.0%

4.6%

4.6%

25.6%

23.1%

64.6%

32.6%

22.2%

24.8%

12.5%

21.3%

28.7%

17.5%

27.6%

42.9%

55.5%

5.5%

2.0%
35.9%

54.2%

40.1%

13.7%

15.2%

6.8%

該当しない・家族以外・無回答
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2017

志布志みなとまつり
　

７
月
21
日
と
22
日
、
２
０
１
７
志
布
志

み
な
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

21
日
は
、
前
夜
祭
と
し
て
八
坂
神
社
に

お
い
て
お
ぎ
お
ん
さ
あ
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
み
こ
し
や
ス
テ
ー
ジ
で
の
演

芸
の
ほ
か
、
今
年
は
初
め
て
ミ
ニ
花
火
も

打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

22
日
の
本
祭
は
、
大
浜
緑
地
公
園
で
は

「
渡
る
志
布
志
は
お
や
じ
バ
ン
ド
ま
つ
り
」、

志
布
志
港
で
は
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
」、志
布
志
港
旅
客
船
埠
頭
で
は
「
巡

視
船
さ
つ
ま
一
般
公
開
」
な
ど
日
中
か
ら

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
火
大
会
会
場
の
し
お
か
ぜ
公
園
で

は
、
花
火
の
打
ち
上
げ
を
待
つ
間
に
も

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が
行

わ
れ
、見
物
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

花
火
大
会
は
、
雨
の
た
め
打
ち
上
げ
を

30
分
早
め
ま
し
た
が
、
次
第
に
雨
も
上
が

り
、
夜
空
に
咲
い
た
一
万
発
の
花
火
を
約

10
万
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。
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　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。 
　　　　　まちの話題

市内では

いろんなことが

ありました。 

有明中学校で芸術鑑賞教室が行われ、狂言と能を鑑賞
し、狂言特有の発声などを体験しました。

　６月 29 日、同中学校の体育館に設置された能舞

台で狂言と能が上演されました。狂言「柿山伏」で

ユニークな猿の物まねが演じられると、事前に解説

を受けていた生徒からは笑い声が起こりました。狂

言の所作や発声の体験も行われ、柿の実をもいで食

べる動作や大声で笑う発声を体験しました。

日本の古典芸能を鑑賞しました

研修を終え新規就農しました
農業での自立を目指し、農業公社でピーマン生産の研修を
受けた 5 名が 2 年間の研修を終了し、市内で就農しました。

　７月５日、市役所本庁において修了生に修了証書

が授与されました。また、新たに研修生となった

22 期生 3 名の受入式も行われました。修了生は「抜

いても抜いてもキリが無い雑草と格闘し大きな台風

も経験した。ピーマンを出荷できた時は嬉しかった。

これからもがんばります」と抱負を話しました。

市内で農業を経営する 3 家族が、経営の目標、役割分
担等を取り決めた家族経営協定を締結しました。

　７月５日、市役所本庁において行われた家族経営

協定の調印式に農業を経営する 3 家族が参加しま

した。同協定は家族みんなが働きやすいように家族

の話し合いに基づき取り決めるものです。参加者は

「二人で話し合い、お互いの長所を経営に生かして

がんばりたい」と農業経営への意欲を話しました。

夢のある元気な農業経営のために

高齢者と交流しました
ジュニアリーダークラブが特別養護老人ホーム賀寿園
を訪問し、高齢者と交流しました。

　6 月 24 日、中高生 15 名が志布志町安楽の同園

を訪問し、施設内の見学や車椅子体験、福祉車両体

験を通して福祉の現場について理解を深めました。

また、高齢者の方々と手をとりあって歌を歌ったり、

バルーンアートを作ってプレゼントするなど、日頃

の研修の成果を十分に生かして活動しました。

志布志市シルバー人材センターが全国シルバー人材セ
ンター事業協会から表彰されました。

　７月６日、同センターの蔵園修文理事長（写真中）

と福岡勇市事務局長（写真右）が市長室を訪れ受賞

を報告しました。これは、シルバー人材センター事

業の法制化から 30 年を記念して優良団体を表彰す

るもので、6 月 22 日に東京都で開催された同協会

の平成 29 年度定時総会において表彰されました。

高齢者の就業に貢献しています

泳げるようになりました
泳げない子どものためのＢ＆Ｇ水泳教室が開催され、
水泳の苦手な子どもが泳げるようになりました。

　７月４日から 7 月 14 日までのうち８日間、有明

Ｂ＆Ｇ海洋センタープールで開催された同教室に

市内の小学生 100 人が参加しました。同教室では、

志布志市水泳協会に指導のご協力をいただき、習熟

度別に練習メニューが用意されており、参加した児

童全員が自分で立てた目標を達成しました。

海水浴とプールの安全を祈願
ダグリ岬海水浴場海開きと遊園地プール開きが行われ、
夏のレジャーの安全を祈願しました。

　７月８日、ダグリ岬海水浴場において、海水浴場

施設や遊園地を指定管理者として管理する㈱谷口製

作所（谷口博盛社長）など関係者が出席して安全祈

願の神事が行われました。海水浴場とプールは８月

31 日まで毎日営業し、8 月 26 日には海水浴場で

サマーフェスタも開催されます。

志布志町ＳＬ保存会が廃線 30 周年を記念して「よみ
がえる志布志線・大隅線の歴史」を発行しました。

　７月 10 日、同会の宮内春芳会長が市長室を訪れ、

記念誌を市長に手渡しました。記念誌は市の共生・

協働自立推進事業補助金を活用して、志布志線や大

隅線の貴重な写真や資料と同会のこれまでの活動を

まとめたもので、市役所や図書館、志布志駅の観光

案内所等に配布されています。

鉄道の歴史を後世に
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　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。 
　　　　　まちの話題

市内では

いろんなことが

ありました。 

市と㈱桜島（山元猛志社長）が志布志町安楽に物流施
設を増設する立地協定を締結しました。

　７月 18 日、市役所本庁において県の立会いの下

で調印式が行われました。今回の増設では、飼料原

料の保管や管理が行われる定温倉庫を建設し、将来

的に、さらなる倉庫の増設も検討されています。こ

れにより全体で 10 人の新規雇用が予定され、志布

志港や地域産業の発展への貢献も期待されます。

㈱桜島と協定を締結

㈱堀口園と協定を締結

小学校水泳記録会が開催されました

市と㈱堀口園（堀口常弘社長）が有明町野神に生産設
備などを増設する立地協定を締結しました。。

７月 25 日、志布志運動公園屋内温水プールで志布
志市小学校水泳記録会が開催されました。市内 16
の全ての小学校から選抜された選手が日頃の練習の
成果を発揮し、６年女子 100 ｍ平泳ぎでは新記録
が誕生しました。

　７月 18 日、市役所本庁において県の立会いの下

で調印式が行われました。今回の増設では、抹茶原

料である碾
てん

茶の生産能力と保管能力の増大を図るた

め、碾茶製造ラインなどが増設されます。これによ

り、全体で５人の新規雇用が予定され、志布志港や

地域産業の発展への貢献も期待されます。

志布志湾をクルージング！全国大会への出場を報告しました
B&G 志布志海洋クラブの皆さんが国の特別天然記念物
枇
び ろ う

榔島周辺をクルージングしました。
空手の県予選を勝ち抜いた市内の小学生 6 名が、全国
大会に向けた意気込みを市長に報告しました。

　７月 15 日と 22 日、B&G 志布志海洋クラブの皆

さんが海でのスポーツレクリエーションを楽しむた

め、漁船をチャーターして枇榔島周辺をクルージン

グし、自然あふれる景観を楽しみました。

　また、カヌー教室も行われ、使用した夏井漁港の

海岸清掃も行いました。

　8 月 3 日、志布志なかよしスポーツ少年団の迫川妃

花里さん（野神小６年）、迫川雫さん（野神小３年）、

串間市の空手道場に通う吉村栞奈さん（志布志小５

年）、吉村茉奈さん（志布志小３年）、脇大翔さん（志

布志小３年）、大崎町の空手道場に通う原田歩季（蓬原

小６年）さんが保護者とともに市長室を訪問しました。

夏の交通事故防止運動～鹿児島の夏 ! マナーが輝く快適ロー
ド～ をＰＲして交通安全を呼びかけました。

７月 27、28 日にいちき串木野市で開催された県中学校総合
体育大会で志布志中剣道部男子が優勝しました。

　７月 20 日、夏の交通事故防止運動期間（7 月 21

～ 30 日）を周知するため、Ａコープあおぞら店に

おいてキャンペーンが行われました。

　参加した志布志警察署、志布志地区交通安全協会、

有明小学校の 6 年生がドライバーにお茶や眠気覚

ましのガムを手渡し、交通安全を呼びかけました。

　同大会では、個人の部でも男子 1 名、女子 2 名

が入賞し、8 月７～９日に大分県で開催された九州

大会に出場しました。また、優勝した男子団体と準

優勝した女子個人は、8 月 18 ～ 20 日に佐賀県で

開催される全国大会への出場が決定しており、暑い

中稽古に励み、日本一に向け日々鍛錬しています。

夏の交通安全キャンペーン志布志中剣道部が全国大会へ

種　目　名 氏　名 学校名 記録
5 年男子 50m 自由形 吉 田　 響 志布志 38″95

5 年女子 50m 自由形 村 山　 由 依 香 月 39″69

5 年男子 50m 背泳ぎ 新 屋　 遥 大 志布志 48″15

5 年女子 50m 背泳ぎ 植 村　 光 彩 志布志 48″81

5 年男子 50m 平泳ぎ 新 屋　 遥 大 志布志 57″33

5 年女子 50m 平泳ぎ 永 田　 彩 花 泰 野 51″59

5 年男子 50m バタフライ 野 辺　 優 斗 志布志 46″10

5 年女子 50m バタフライ 村 山　 由 依 香 月 45″66

6 年男子 50m 自由形 山 下　 拓 馬 通 山 33″33

6 年女子 50m 自由形 加 治 屋 怜 果 安 楽 33″39

6 年男子 100m 自由形 和 田　 聖 成 志布志 1′11″04

6 年女子 100m 自由形 檢 﨑　 美 優 志布志 1′19″83

6 年男子 50m 背泳ぎ 海 野 羽 躍 斗 志布志 40″40

6 年女子 50m 背泳ぎ 檢 﨑　 美 優 志布志 42″69

6 年男子 50m 平泳ぎ 坂 田　 悠 輔 香 月 53″43

6 年女子 50m 平泳ぎ 津 曲　 優 愛 香 月 54″33

6 年男子 100m 平泳ぎ 吉 冨　 碧 香 月 1′47″80

6 年女子 100m 平泳ぎ（大会新） 加 治 屋 怜 果 安 楽 1′33″28

6 年男子 50m バタフライ 和 田　 聖 成 志布志 39″16

6 年女子 50m バタフライ 池 之 上 蓮 佳 志布志 39″77

共通男子 200m リレー 志 布 志 2′22″31

共通女子 200m リレー 志 布 志 2′36″39

共通混合 200m リレー 森 山 3′32″13
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石
橋
の
歴
史
は
古
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
紀

元
前
に
石
橋
が
作
ら
れ
、
人
々
に
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
石
橋
の
技
術
は
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
、
世
界
に
広
が
り
、
日
本
に
は
江
戸
時
代

の
初
め
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
現
在
ま
で
に
64
の
石
橋
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
全
国
で
も
有
数
の
石
橋
の
多
い
市

で
す
。
ま
た
、
架
け
替
え
や
流
出
等
で
失
わ
れ

た
石
橋
は
29
橋
あ
り
ま
す
。

　

田
之
浦
に
は
、
２
連
ア
ー
チ
式
の
旧
井
久
保

橋
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
橋
の
傍
に
、
近
隣
集
落

の
住
民
や
団
体
が
資
金
や
労
力
を
出
し
合
っ
て

架
橋
し
た
経
緯
を
刻
ん
だ
石
碑
が
あ
り
、
架
橋

が
公
共
事
業
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。
同
じ
く
田
之
浦
の
牧
野
に
は
、
曽
於

市
花
房
に
作
ら
れ
た
井
堰
か
ら
流
れ
る
用
水
路

を
、
石
組
み
橋
脚
４
基
で
支
え
る
「
架
け
越
し

橋
」
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
架
け
越
し
橋
」

は
、
一
度
下
が
っ
た
水
位
を
逆
サ
イ
フ
ォ
ン
の

原
理
で
再
び
上
げ
る
「
吹
き
上
げ
」
が
現
在
で

も
使
わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
石
工
技
術
が
伺
え

ま
す
。

　

伊
崎
田
に
あ
る
帖
仙
橋
は
ア
ー
チ
式
の
石
橋

で
す
。
親
柱
に
は
「
大
正
十
三
年
」「
御
成
婚

記
念
」
と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
架
橋

時
、
昭
和
天
皇
の
皇
太
子
時
代
に
御
成
婚
な
さ

れ
た
時
期
と
重
な
り
、
そ
れ
を
お
祝
い
す
る
意

味
で
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

泰
野
に
は
「
山
角
の
ち
」
と
呼
ば
れ
る
ア
ー

チ
式
の
水
路
橋
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は

水
路
橋
の
こ
と
を
「
ち
」
と
呼
ん
で
お
り
、
橋

名
と
併
せ
て
今
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
現
役
の

水
路
橋
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
石
橋
は
、
一
部
の
集
落
で
清
掃

活
動
等
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
多
く

は
管
理
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
祖
が
造

り
、
遺の

こ

し
て
き
た
意
志
と
、
貴
重
な
文
化
財
を

未
来
へ
と
残
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

「
志
布
志
に 　
　

　
　

 

残
る
石
橋
」

文：�林　悦子
　　（志布志市文化財保護指導員）

写真上：�旧井久保橋（二連アーチ橋）

写真下：�牧野開田新田山架け越し水

路橋（桁橋）

第３回

工事途中の石橋の様子（松山町第二古渡橋、昭和 15 年架橋）

む
し
歯

６月に行われた５歳児歯科

検診で、むし歯も処置歯も

無かった子どもたちです！

　 心
こ こ あ

愛 ちゃん

　 希
の ぞ み

実 ちゃん

　 和
わ か な

佳奈 ちゃん

　 竜
りゅうが

雅 ちゃん

　 桜
お う た

太 ちゃん

　 偉
い お ん

音 ちゃん

21 ページにも掲載しています。ご覧ください。

　 藍
あ い と

人 ちゃん

　 颯
そ う た

大 ちゃん

　 真
ま い

衣 ちゃん

　 百
も も え

恵 ちゃん

夏だ！カレーだ！子ども食堂だ！
志布志子ども食堂が夏休みも開催され、給食のない夏
休みの毎週金曜日に美味しいカレーが提供されました。

　７月 28 日は、旧 JA 森山事業所で開催される森

山コーヒーサロンでの開催となりました。森山小学

校の児童やサロン参加者のほか、かごしまねんりん

大学や老人クラブ松山支部の皆さんも試食し、100

名を超える参加がありました。子ども食堂は 8 月

18 日、25 日にも商店街で開催されます。

本市で２年間ＡＬＴとして勤めたセルフ先生が、総務
大臣から「絆大使」に任命されました。

　７月 26 日に任期満了を迎えたＡＬＴのセルフ先

生が、日本や志布志市と母国との友好関係を深める

「絆大使」に任命されました。

　セルフ先生は「絆大使として任命されるのは、と

ても嬉しくありがたい。日本とアメリカ、さらに世

界の絆を強めたいです。」と抱負を話しました。

ＡＬＴセルフ先生を絆大使に

　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。 
　　　　　まちの話題

市内では

いろんなことが

ありました。 



�「
も
の
を
大
切
に　
　

　
　
　

人
を
大
切
に
」

　

７
月
７
日
、
志
布
志
町
鉄
道
記

念
公
園
に
お
い
て
「
ク
ー
ル
ア
ー

ス
・
デ
ー 

キ
ャ
ン
ド
ル
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
環
境
省

の
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
あ
わ
せ
て
七
夕
の
日
に
開
催
し

て
お
り
、
今
年
で
６
回
目
を
迎
え

ま
す
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
馴
れ
た
日
常

生
活
の
中
、照
明
を
消
す
こ
と
で
、

い
か
に
電
気
を
使
用
し
て
い
る
か

を
実
感
し
、
地
球
温
暖
化
問
題
と

節
電
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
雨
も
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
に
は
じ
ま
り
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
沖
縄
楽
器

の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
照
明
の
代
わ
り
に
ろ
う
そ
く

を
点
灯
し
、
約
１
０
０
名
の
市
民

が
参
加
し
、幻
想
的
な
灯
り
の
中
、

音
楽
や
朗
読
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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図書館へ行こう。
～一冊の本との出会いが あなたの人生を変える～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

７
月
の
新
刊

　

今
夏
は
図
書
館
に
“
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の

部
屋
”
が
出
現
！
ど
ん
な
部
屋
な
の
か
、
み

ん
な
見
に
き
て
ね
。
ほ
か
に
も
８
月
26
日
に

や
っ
て
く
る
田
中
六
大
さ
ん
や
「
夏
」
ら
し

い
本
を
そ
ろ
え
た
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
！

「プラネタリウムの
部屋」 図

書
館
が
お
す
す
め
す
る
『
テ
ー
マ
図
書
』

Information
◆絵本作家「田中六大絵本おはなし会」開催します！

　８月 26 日（土）10 時から志ふれあい交流館で開催します。ユニークな

あなたのストーリー（お話）を六大さんが絵にしてプレゼントします（限定

５名）。なお、定員 100 人で入場には整理券が必要です。早めのお申込みを

お待ちしています。

◆�矢野大和口演会「吉六さんとまちづくり」を開催します！

　９月 27日（水）18時 30分から志ふれあい交流館で、志布志市生涯学習

まちづくり研究会 15 周年、市立図書館開館 20 周年を記念して、おおいた

観光大使の矢野大和さんの口演会を開催します。皆様の多数の参加をお待ち

しています。

◆�宅配サービスの希望者を募集します！

　市立図書館では、ご高齢または身体的な都合による交通弱者の方のご自宅

まで本を届けるサービスを行っています。宅配を希望されるかたはご連絡く

ださい。

※�上記について、詳しくは図書館ホームページをご覧になるか、図書館までお気軽にお問い合わせください。

◆「
片
づ
け
た
い
」        　

赤
瀬
川 

原
平
ほ
か
／
著 

　

片
づ
け
ベ
タ
の
苦
悩
、
別
れ
が
た
き
思
い
出
の

品
、
掃
除
道
具
へ
の
こ
だ
わ
り
…
。
片
づ
け
に
は
、

そ
の
人
の
生
き
か
た
が
表
れ
る
。阿
川
佐
和
子「
紙

の
山
生
活
」、
島
崎
藤
村
「
障
子
」
な
ど
、
古
今

の
作
家
た
ち
が
片
づ
け
に
つ
い
て
綴
っ
た
エ
ッ
セ

イ
32
篇
を
収
録
。

河出書房新社

◆
「�

怪
盗
桐
山
の
藤
兵
衛
の
正
体　

八
州
廻
り
桑

山
十
兵
衛 

⑩
」　　
　
　
　

佐
藤 

雅
美
／
著 

　

松
戸
と
下
総
の
２
つ
の
一
家
惨
殺
事
件
。
犯
行
は

20
年
前
に
姿
を
消
し
た
あ
の
賊
の
仕
業
な
の
か
。
幕

府
の
広
大
な
放
牧
場
「
牧
」
の
存
在
に
目
を
つ
け
た

十
兵
衛
は
、
つ
い
に
真
犯
人
と
対
峙
す
る
が
…
。
全

７
篇
を
収
録
。『
オ
ー
ル
讀
物
』
掲
載
を
単
行
本
化
。

文藝春秋

ジ
ュ
ニ
ア

■
「
15
歳
、
ぬ
け
が
ら
」	

著
：
栗
沢 

ま
り

■
「
ラ
ブ
リ
ィ
！
」		

著
：
吉
田 

桃
子

児 

童
■
「
ホ
テ
ル
や
ま
の
な
か
小
学
校
」	

作
：
小
松
原 

宏
子　
　

絵
：
亀
岡 

亜
希
子

■
「
タ
イ
ガ
ー
・
ボ
ー
イ
」		

作
：
ミ
タ
リ
・
パ
ー
キ
ン
ス

　

絵
：
ジ
ェ
イ
ミ
ー
・
ホ
ー
ガ
ン	

訳
：
永
瀬 

比
奈

一 

般
■
「
腐
れ
梅
」			




著
：
澤
田 

瞳
子

■
「
世
界
の
す
べ
て
の
さ
よ
な
ら 

」	

著
：
白
岩 

玄  

■
「
ベ
ス
ト
・
エ
ッ
セ
イ
２
０
１
７
」	

編
： 

日
本
文
藝
家
協
会

休館日のお知らせ
【８月】　16日（水）、21日（月）、28日（月）

【９月】　４日（月）、11日（月）、19日（火）、20日（水）、25日（月）

おはなし会へ出かけよう！
８月・９月（土曜日開催）

本館
10時30分 〜 ８月 19 日

志布志分館
10時30分 〜 ８月 19 日

安楽分館
10時30分 〜 ９月２日

香月分館
10時30分 〜 ８月 19 日

松山分館
14時 〜 ９月２日

有明分館
10時 〜 ８月 19 日

◆志ふれあい交流館「アニメ上映会」
　【毎週日曜日 午後３時～】

　８月 20 日、27 日

　９月 ３ 日、10 日、17 日、24 日

※�内容は「まんが日本昔ばなし」「おばけの

てんぷら」など。

Ecology
Communication

本庁 市民環境課 環境政策室 環境政策係　℡：474 - 1111（内線 132 ～ 134）
松山支所 総務市民課 ℡：487 - 2111（内線 224）志布志支所 市民税務課 ℡：472 - 1111（内線 224・225）問

キャンドルコンサートを開催しました！
星空のもと、キッズダンス・朗読・演奏イベントを行いました。

エコ通信

　最近、醤油・お酢・サラダ油やあくまきのボトル容器を

ＰＥＴボトルと同じ袋で出される方がいます。これらのボ

トル容器は、プラスチック類です。ＰＥＴボトルリサイク

ル対象品ではありませんのでご注意ください。

　正しい分別へのご協力をよろしくお願いします。

" 醤油・お酢・サラダ油やあくまきのボトル容器 ” を出す際は、プラスチック類で出しましょう

ボトル容器の見分け方

プラマークが表示さ

れているごみ

資 源 ご み 袋（ プ ラ ス

チック類）で出す

資 源 ご み 袋（ Ｐ
ペ ッ ト

Ｅ Ｔ

ボトル）で出す
Ｐ
ペ ッ ト

ＥＴボトル識別表示

が表示されているごみ

拡大

あくまきのボトル容器
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～ 『志』・季・折・々 ～
市内の美しい風景や、歴史・文化を感じさせて

くれるもの等を写真でご紹介します。

読者の皆様からの写真のご提供も、

お待ちしています。

【今月の１枚：ひまわり（しおかぜ公園）】

短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

十
五
回
の
忌
も
す
ぎ
に
け
り
如
月
の
永
雨
つ
づ
き
の
夜
は
む
ら
さ
き		

　

畑　

美
佐
子

神
戸
市
の
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
に
受
話
器
の
子
の
声
「
余
命
三
月
」
と	

　

前
原　
　

恭

交
叉
点
に
行
き
交
う
車
人
の
群
れ
愛
別
離
苦
の
想
い
を
秘
め
て		

　

石
橋　

道
子

市
房
の
ダ
ム
に
浮
い
て
る
花
い
か
だ
ほ
と
り
に
昼
餉
す
二
人
の
く
つ
ろ
ぎ	　

川
添
八
重
子

ま
な
板
の
鯉
と
は
い
か
ぬ
台
の
上
血
圧
上
り
身
は
凍
り
つ
く		

　

中
島　
　

昭

高
齢
の
腕
よ
き
大
工
岩
元
氏
美
事
つ
ぎ
つ
ぎ
板
を
張
り
ゆ
く	

　

吉
元
ミ
チ
子

記
念
樹
の
桜
は
や
っ
と
満
開
に
一
夜
を
見
せ
て
嵐
に
褪
せ
る	

　

大
迫　

鈴
子

草
餅
に
「
あ
ん
入
り
」
記
す
太
き
文
字
友
の
味
し
む
小
雨
降
る
夕	

　

藤
田
ミ
チ
子

亡
き
夫
の
植
え
し
紅
梅
ほ
こ
ろ
び
て
風
の
ゆ
ら
ぎ
が
淋
し
く
は
な
や
ぐ		

　

山
口　

カ
ツ

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

海
峡
は
風
の
抜
け
道
夏
兆
す	

　
　

川
上　
　

豊

夕
顔
の
咲
く
二
つ
三
つ
雨
戸
繰
る	

　
　

目
黒　

文
恵

梅
雨
明
け
て
朝
一
番
の
鳥
の
声　
　
　
　
　
　

北
川　

雨
水

梅
雨
晴
間
サ
ン
ダ
ル
出
し
て
履
い
て
み
る　
　

刀
坂
由
美
子

葉
の
先
を
蹴
り
て
蜻
蛉
の
飛
び
立
ち
ぬ　
　
　

今
井　

洋
子

夕
闇
に
響
く
太
鼓
や
宵
祭	

　
　

堂
園　

悦
子

禅
寺
の
風
に
煽
ら
れ
梅
雨
の
蝶	

　
　

福
留
ま
り
子

朝
風
呂
の
窓
よ
り
数
へ
紋
白
蝶	

　
　

熊
谷　

啓
子

梅
雨
晴
間
鷺
舞
ひ
踊
る
虚
空
か
な	

　
　

今
府　

勝
郎

観
覧
車
き
み
と
語
ら
ふ
夏
の
宵	

　
　

福
岡　
　

潤

野
生
馬
の
蹄
の
リ
ズ
ム
雲
の
峰　
　
　
　
　
　

小
林
久
美
子

天
の
川
渡
し
舟
漕
ぎ
一
夜
旅　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
洋
子

か
な
か
な
の
鳴
く
ほ
ど
鳴
い
て
日
を
沈
め　
　

和
田　

洋
文

さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

兼
題
　「
鯉ち
ろ
い幟

」　
高た

こ
泳お
よ

っ  

鯉ち
ろ
い幟

田
圃
を  

鏡か
が

み
し
っ                        

平
田
　
光
夫

�（
評
）�過
疎
の
空
に
高
々
と
泳
ぐ
鯉
幟
の
姿
が
田
圃
の
水
面
に
映
え
る
。元
気
な
子
ど
も
に
成
長
し
て
欲
し
い
と

の
願
い
に
答
え
る
が
如
く
、水
面
を
鏡
に
し
て
自
分
の
姿
を
見
て
は
泳
い
で
い
る
。下
５
の
（
鏡
し
っ
）が

効
い
て
い
る
。擬
人
法
、誇
張
法
で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
作
品
で
す
。

兼
題
　「
終お

わ
っ
」　
八や

そ
十
路
じ
な
っ  

終お

わ
っ
ち
な
早は

え  

今
ん
時し
ゃ
ば代

　  

稲
付
　
通
夫

（
評
）�高
齢
化
の
時
代
、
引
退
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
早
い
で
す
。
後
ろ
に
は
団
塊
世
代
の
人
達
が
控
え
て
居
ま
す
。

子
ど
も
達
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
ず
に
貢
献
で
き
る
は
ず
で
す
。
中
７
の
（
早
え
）
が
効
い
て
い
て
元
気

が
出
て
来
る
。
時
代
を
象
徴
し
て
い
る
真
実
味
の
あ
る
作
品
で
す
。

試
合
題
　「
返へ

し事
」　
あ
い
そ
い
で  

返へ
事
じ
ゃ
せ
じ
理わ

か解
い  

老お
ん
じ
ょ
み
と

夫
婦
　  

小
蓬
原 

忠
則

（
評
）�名
前
が
直
ぐ
出
て
来
な
い
、
は
っ
き
り
と
言
っ
て
く
れ
な
い
と
困
る
と
奥
さ
ん
は
言
う
が
、
そ
れ
で
も
以

心
伝
心
で
的
を
得
て
主
人
に
手
渡
し
て
い
る
。
誰
し
も
経
験
が
あ
り
、
中
７
の
（
せ
じ
理
解
い
）
が
効
い

て
い
る
。
誇
張
法
で
滑
稽
味
の
あ
る
作
品
で
す
。

兼
題
　「
終お

わ
っ
」　
長な

げ
法
話  

終お

わ
っ
て
か
い
も  

鼾い
び

く
け
っ             

丸
目 

南
兵
衛

（
評
）�俗
世
間
に
染
ま
っ
て
い
る
身
に
と
っ
て
、
お
坊
さ
ん
の
説
教
は
海
原
を
漂
う
小
船
に
乗
っ
た
よ
う
で
心
地

良
い
。
終
わ
っ
た
の
も
気
づ
か
ず
夢
う
つ
つ
。
つ
い
つ
い
粗
相
を
し
て
し
ま
う
。
誰
し
も
経
験
が
あ
り
、

中
７
の
（
終
わ
っ
て
か
い
も
）
が
効
い
て
い
る
。
滑
稽
味
、
真
実
味
の
あ
る
作
品
で
す
。

兼
題
　「
終お

わ
っ
」　

長な

げ
勤つ
と
め務  

終お

わ
っ
帰も

ど郷
れ
ば  

役や

く
背か

る負
っ           

畑
山
　
敏
昭

（
評
）�

転
勤
族
に
と
っ
て
定
年
は
人
生
の
節
目
。い
ざ
帰
り
な
ん
故
郷
へ
と
。時
間
は
一
杯
あ
る
し
、趣
味
・
旅
行

と
枚
挙
に
暇
が
な
く
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
、集
落
の
役
が
回
っ
て
来
た
。故
郷
も
高
齢
化
、六
十
代

そ
こ
そ
こ
は
青
年
部
で
あ
る
。こ
れ
も
地
域
に
貢
献
で
良
し
と
す
べ
し
。下
５
の
（
役
く
背
負
っ
）が
効
い

て
い
る
。経
験
し
た
事
で
真
実
味
の
あ
る
作
品
で
す
。

文
芸

Japanese Poem of 31syllables 
*Haiku Poem*Comic Haiku*
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夏
は
、
夜
も
蒸
し
暑
く
寝
苦
し
く
て

寝
つ
け
な
か
っ
た
り
、
夏
休
み
に
な
る

と
夜
更
か
し
を
し
た
り
、
暑
く
て
だ
ら

だ
ら
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
り
、
生
活
リ

ズ
ム
が
乱
れ
や
す
い
時
期
で
す
。

　

不
規
則
な
生
活
リ
ズ
ム
は
、
高
血
圧

症
や
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
や
う
つ

病
等
、
様
々
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
要

因
に
も
な
り
ま
す
。

　
「
三
つ
子
の
魂

百
ま
で
」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
幼
い
頃
の
性
質
は
年
を
と
っ
て

も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。
幼

少
期
の
生
活
習
慣
は
、
一
生
の
生
活
習

慣
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
子
ど
も

の
頃
に
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
身
に
付

け
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

体
内
時
計
と
は
？

　

人
間
の
身
体
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の

で
、
体
内
時
計
の
役
割
は
大
き
く
４
つ

あ
り
ま
す
。

　

不
規
則
な
生
活
を
す
る
と
、
体
内
時

計
が
遅
れ
、
夜
型
の
傾
向
を
助
長
し
ま

す
。
そ
の
結
果
、
睡
眠
不
足
と
な
り
、

集
中
力
の
低
下
、
体
が
だ
る
い
、
イ
ラ

イ
ラ
す
る
、
気
分
が
落
ち
込
む
な
ど
、

体
に
も
心
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

体
内
時
計
を
整
え
る
ポ
イ
ン
ト

◆
起
床
：
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
！

●�

朝
起
き
た
ら
カ
ー
テ
ン
を
開
け
、
日

光
を
取
り
入
れ
る
。

●�

休
日
の
起
床
時
刻
は
、
平
日
と
2
時

間
以
上
ず
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

●�

朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
る
。

◆
日
中
：
し
っ
か
り
活
動
！

●�

昼
寝
は
、
午
後
3
時
ま
で
に
20
分
か

ら
30
分
以
内
。

●�

軽
い
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
る
。

●�

お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
は
、
就
寝
4
時
間

前
ま
で
に
。

◆
夕
：
メ
リ
ハ
リ
が
大
切
！

●�

就
寝
2
時
間
前
ま
で
に
食
事
は
済
ま

せ
る
。

●�
タ
バ
コ
は
就
寝
1
時
間
前
に
は
や
め

る
。（
健
康
の
た
め
に
は
禁
煙
が
原

則
で
す
。）

◆
夜
：
脳
と
体
の
興
奮
を
避
け
る
！

●�

就
寝
1
～
2
時
間
前
に
、
ぬ
る
め
の

お
風
呂
に
入
る
。

●�

部
屋
の
照
明
は
、
明
る
過
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る
。

●�

寝
酒
は
や
め
る
。

●�

就
寝
前
の
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
機
の
使

用
は
避
け
る
。

　

生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
い
る
と
、
体

調
が
優
れ
ず
、
本
来
の
力
が
発
揮
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ

ム
は
、
一
緒
に
過
ご
し
て
い
る
大
人
の

影
響
を
受
け
や
す
く
、
家
族
一
緒
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

あ
な
た
は
、
体
調
万
全
で
す
か
。

　

最
近
の
起
床
時
刻
と
こ
れ
ま
で
の
起

床
時
刻
に
、
2
時
間
以
上
の
ズ
レ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

ズ
レ
が
あ
る
な
ら
、
ス
ッ
キ
リ
目
覚

め
、
新
学
期
の
学
習
、
ま
た
、
仕
事
に

も
集
中
し
て
取
り
組
む
た
め
に
、
そ
ろ

そ
ろ
時
間
の
ズ
レ
を
修
正
す
る
こ
と
が

必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

保健・医療・健康に関する情報を発信！

Health up for Smile! 　保健師・栄養士メモ 
志布志市健康カレンダー（８月・９月）

健（検）診や健康相談・育児相談をご利用ください。

健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
保健課  保健対策係  ℡：474 - 1111（内線 164 ～ 168）　問

日曜・祝日当番医

※�夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間急病セ

ンター（℡：482-5899)」までお問い合わせください。

※�都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関は、電話での

テープ案内（℡ 0986-23-5555）をご活用ください。

※�受診すべきか判断がつかない場合は大隅広域夜間急病セン

ター電話相談（℡ 0994-45-4119）をご利用ください。

朝
の
目
覚
め
は
ス
ッ
キ
リ
し
て
い
ま
す
か
？

～
生
活
リ
ズ
ム
は
命
の
リ
ズ
ム
～

今月お話しするのは…

保健師の福重です！８月

９月

20日 さくらやまクリニック （泌尿器科、内科）℡ 472-1100

曽於医師会立有明病院 （内科） ℡ 477-1111

27 日 みやじクリニック （内科、放、呼、胃）℡ 471-5000

山口内科 （内科） ℡ 473-1188

母子手帳の交付日は…
● 本庁：第１・第３水曜日の午後
● 松山支所：第２・第４水曜日の午前
● 志布志支所：毎週月曜日の午前

１歳６か月児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
８ 月 1 6 日（水）：健康ふれあいプラザ
９ 月 2 0 日（水）：健康ふれあいプラザ

３歳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
８ 月 2 3 日（水）：健康ふれあいプラザ
９ 月 2 7 日（水）：健康ふれあいプラザ

乳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

９ 月 ７ 日（木）：健康ふれあいプラザ

両親学級【９：20 ～９：30 受付】

９ 月 1 0 日（日）：子育て支援センター「はぐくみランド」

５歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】
８ 月 2 2 日（火）：健康ふれあいプラザ
９ 月 1 4 日（木）：やっちくふれあいセンター

２歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】
８ 月 1 8 日（金）：健康ふれあいプラザ
９ 月 1 4 日（木）：やっちくふれあいセンター

１歳児お誕生相談【９：30 ～ 10：00 受付】
８ 月 2 9 日（火）：やっちくふれあいセンター
９ 月 1 3 日（水）：川西地区公民館

育児相談【10：30 ～ 12：00】
８ 月 2 9 日（火）：やっちくふれあいセンター
９ 月 1 3 日（水）：川西地区公民館

育児学級【９：30 ～ 10：00 受付】
８ 月 2 5 日（金）：健康ふれあいプラザ
９ 月 2 2 日（金）：健康ふれあいプラザ

特定・がん検診

９ 月 ２ 日（土）～４日（月）：特定・がん検診脱漏
９ 月 1 4 日（木）、15 日（金）：肺がん検診
９ 月 1 9 日（火）～ 22（金）：肺がん検診
９ 月 2 5 日（月）～ 29 日（金）：肺がん検診
※�時間・会場等詳しくは、個別に配布される文書でご確認

ください。

３日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

10 日 石神診療所 （内科、皮膚科）℡ 474-0107

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

17 日 ひろた小児科 （小児科） ℡ 471-6111

みやじクリニック （内科、放、呼、胃）℡ 471-5000

18 日 さくらやまクリニック （泌尿器科、内科）℡ 472-1100

23 日 手塚クリニック （内科、外科） ℡ 472-5565

24 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

体
内
時
計
の
役
割

①�

眠
る
こ
と
・
目
を
覚
ま
す
こ
と
を
助

け
る
。

②�

体
温
を
調
整
す
る
。

③�

生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
呼
吸
や

心
臓
、
内
臓
を
動
か
す
自
律
神
経
を

調
整
す
る
。

④�
身
体
の
状
態
を
一
定
に
保
つ
た
め
に

働
く
ホ
ル
モ
ン
を
調
整
す
る
。

む
し
歯

６月に行われた５歳児歯科

検診で、むし歯も処置歯も

無かった子どもたちです！ 　 優
ゆ う た

太 ちゃん 　 未
み そ ら

空 ちゃん 　 楓
ふ う か

花 ちゃん 　 咲
さ き

季 ちゃん
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志
布
志
市
の
本
質
的
な
価
値
や
発

展
の
可
能
性
を
テ
ー
マ
と
す
る
本
コ

ラ
ム
、
今
回
は
全
国
的
に
も
制
度
の

あ
り
方
や
各
自
治
体
の
取
組
姿
勢
が

話
題
と
な
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

本
コ
ラ
ム
で
も
何
度
か
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
※1
、
制
度
開
始
の
平
成
20
年
度

か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
は
全
国
の
受

入
額
が
１
０
０
億
円
前
後
で
横
ば
い

推
移
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
利
用
促

進
の
た
め
の
制
度
改
正
や
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
を
背
景
に
、
平
成

26
年
度
は
３
８
８
・
５
億
円
と
前
年

対
比
２
・
５
倍
以
上
、
平
成
27
年
度

は
１
６
５
２
・
９
億
円
と
さ
ら
に
前

年
度
比
で
４
倍
以
上
、
そ
し
て
平

成
28
年
度
は
さ
ら
に
約
１
・
７
倍
の

２
８
４
４
・
１
億
円
の
寄
附
が
集
ま

り
、
全
国
的
に
活
用
急
増
の
勢
い
が

継
続
中
の
模
様
で
す
。
※2

　

こ
の
よ
う
な
中
、
志
布
志
市
で

は
「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
」
の
本

格
展
開
を
始
め
た
平
成
27
年
度
（
平

成
27
年
６
月
〜
平
成
28
年
３
月
）
は

約
７
・
５
億
円
、
平
成
28
年
度
は
約

22
・
５
億
円
の
寄
附
を
集
め
、
受
入

額
ベ
ー
ス
で
全
国
18
位
（
鹿
児
島
県

１
位
）
ま
で
急
上
昇
し
て
い
ま
す
。

寄
附
受
入
に
あ
た
り
地
域
特
産
品
や

ま
ち
づ
く
り
の
知
名
度
や
魅
力
が
重

要
な
要
素
と
な
る
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
お
い
て
、
事
業
開
始
か
ら
わ
ず

か
２
年
足
ら
ず
の
間
に
全
国
有
数
の

受
入
額
／
受
入
件
数
を
集
め
る
自
治

体
と
し
て
躍
進
し
て
い
る
こ
と
も
も

ち
ろ
ん
着
目
に
値
す
る
点
で
す
が
、

細
か
く
見
て
い
く
と
さ
ら
に
重
要
な

点
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

特
に
着
目
す
べ
き
は
、
志
布
志
市

と
同
じ
く
受
入
額
・
受
入
件
数
で
全

国
的
に
上
位
と
な
っ
て
い
る
各
自
治

体
の
あ
り
方
（
20
自
治
体
）
を
見
た

時
に
、
災
害
義
援
金
の
集
ま
っ
た
熊

本
市
（
全
国
６
位
| 

36
・
８
億
円
）

を
除
く
大
半
の
自
治
体
に
お
い
て
、

都
市
部
の
自
治
体
首
長
、
報
道
機
関

等
に
よ
る
問
題
提
起
に
端
を
発
し
、

総
務
省
が
通
達
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

※3
で
規
制
を
明
示
さ
れ
て
い
る
「
金

券
や
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
金
銭
類
似
性

の
高
い
も
の
」「
電
気
・
電
子
機
器

や
貴
金
属
な
ど
の
資
産
性
の
高
い
も

の
」「
寄
附
額
に
対
す
る
返
礼
品
の

調
達
価
格
の
割
合
の
高
い
も
の
」「
価

格
が
高
額
な
も
の
」
と
い
っ
た
制
度

本
来
の
趣
旨
に
反
す
る
返
礼
品
の
活

用
を
推
し
進
め
て
い
る
ケ
ー
ス
が
明

ら
か
と
な
っ
て
い
る
点
で
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
、
既
に
相
当
期

間
に
お
い
て
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な

財
源
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
が
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
が
あ
る
中
で
各
自
治
体
が
対
応

を
模
索
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

拝
察
で
き
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
志

布
志
市
は
こ
れ
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

抵
触
す
る
よ
う
な
あ
り
方
と
は
一
線

を
画
し
な
が
ら
、
地
域
内
で
生
産
・

加
工
さ
れ
た
農
水
畜
産
物
の
特
産
品

の
魅
力
を
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
こ

れ
ま
で
事
業
が
推
進
さ
れ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
は
結
果
と
し
て
集
め
ら
れ

た
寄
附
額
や
寄
附
件
数
の
多
さ
以
上

に
誇
る
べ
き
点
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

昨
今
、
文
字
通
り
“
加
熱
気
味
”

と
も
思
わ
れ
る
ふ
る
さ
と
納
税
に
関

す
る
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
や
議
論
に
お

い
て
は
、
日
本
全
体
の
都
市
部
と
地

方
の
人
・
モ
ノ
・
お
金
・
情
報
の
あ

る
べ
き
循
環
の
あ
り
方
や
そ
の
中
で

の
地
域
活
性
化
の
実
状
等
に
つ
い
て

よ
り
高
い
視
点
や
深
い
洞
察
を
期
待

し
つ
つ
、
全
国
的
な
露
出
も
こ
れ
ま

で
以
上
に
増
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
志

布
志
市
に
は
、
引
き
続
き
良
識
あ
る

運
営
自
治
体
と
し
て
の
“
日
本
一
の

志
の
ま
ち
志
布
志
”
の
あ
り
方
を
貫

い
て
欲
し
く
思
い
ま
す
。

 

※�

１
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
：「
生

ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で

き
る
制
度
」
、
「
自
分
の
意
思
で
応

援
し
た
い
自
治
体
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
制
度
」
（
総
務
省
）
と
し

て
２
０
０
８
年
か
ら
運
用
開
始
。

地
方
自
治
体
へ
の
寄
附
額
の
う
ち

自
己
負
担
額
の
２
０
０
０
円
を
除

い
た
全
額
が
所
得
税
及
び
住
民
税

か
ら
控
除
の
対
象
と
な
る
。
地
域

特
産
品
な
ど
の
物
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
寄
付
者
へ
送
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
」
を
採
用
す
る
自
治
体

が
増
加
中
。

　

�

詳
細
は
「
こ
こ
ろ
ざ
し
コ
ラ
ム
」

第
20
・
30
回
（
「
市
報
し
ぶ
し
」

平
成
27
年
９
月
号
・
平
成
28
年
11

月
号
掲
載
）
等
ご
参
照

※�

２
総
務
省
公
表
デ
ー
タ
：
「
ふ
る

さ
と
納
税
に
関
す
る
現
況
調
査
結

果
」
平
成
29
年
７
月
４
日　

自
治

税
務
局
市
町
村
税
課

●�

平
成
26
年
度
（
平
成
26
年
４
月
１

日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日
|
受
入

額
３
８
８
・
５
億
円
|
受
入
件
数

１
９
１
万
人 

）

●�

平
成
27
年
度
（
平
成
27
年
４
月
１

日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
|
受
入

額
１
６
５
２
・
９
億
円
|
受
入
件

数
７
２
６
万
人 

）

●�

平
成
28
年
度
（
平
成
28
年
４
月
１

日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日
|
受
入

額
２
８
８
４
・
１
億
円
|
受
入
件

数
１
２
７
１
万
人
）

※�

３
：
総
務
大
臣
通
知
：
「
ふ
る
さ

と
納
税
に
係
る
返
礼
品
の
送
付
等

に
つ
い
て
」
平
成
29
年
４
月
１
日

　

東
京
都
の
深
大
寺
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
「
夏
そ
ば
を
味
わ
う
集
い
」
に
そ
ば

粉
と
玄
そ
ば
を
届
け
る
た
め
、
7
月
14
日

か
ら
21
日
に
か
け
て
、
夏
そ
ば
ん
ｐ
R
隊

が
原
付
バ
イ
ク
で
約
１
４
０
０
㎞
の
日
本

一
遠
い
?!
出
前
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
で
は
、平
成
23
年
度
に
約
１
・

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
夏
そ
ば
の
栽
培
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
で
７
年
目
の
取
組
に
な
り

ま
す
。　

栽
培
面
積
も
徐
々
に
拡
大
し
、

今
年
は
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
多

い
15
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
で

11
・
８
ト
ン
の
収
穫
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
取
組
を
続
け
る

こ
と
で
、
志
布
志
の
夏
そ
ば
の

認
知
度
に
つ
い
て
も
徐
々
に
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
一
昨
年
か
ら
深
大

寺
そ
ば
で
お
馴
染
み
の
東
京
都

深
大
寺
で
行
わ
れ
る
夏
そ
ば
を

味
わ
う
集
い
に
お
い
て
、
志
布

志
の
夏
そ
ば
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
認
知
度
の
向
上
を

目
指
し
て
、
瀬
戸
口
裕
史
さ
ん

（
ぺ
っ
た
ん
）
が
、
バ
イ
ク
便
の

ラ
イ
ダ
ー
と
し
て
、
７
泊
８
日
、

１
４
０
０
キ
ロ
の
道
の
り
を
走

破
し
ま
し
た
。

　

途
中
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」

の
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
藤

村
忠
寿
氏
も
合
流
し
て
、
華
を
添
え
ま
し

た
。

　

こ
の
抱
腹
絶
倒
な
旅
の
様
子
に
つ
き
ま

し
て
は
、
近
日
中
に
動
画
を
公
開
い
た
し

ま
す
の
で
、
志
布
志
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

御
覧
く
だ
さ
い
。

本庁 企画政策課 地方創生推進室（シシガーデン事務局）℡：474-1111（内線 254）問
志布志市が取り組む「ブランドづくり」を紹介します！

こ こ ろ ざ し ブ ラ ン ド 通 信
Shibushi Brands News 

コラムニスト：ふじやま学校 

代表取締役 坂本貴弘　神奈川

県出身。志布志ブランド推進

アドバイザーとしてブランド

作りに携わる。東京大学卒業。

『�「ふるさと納税」の活用と　　　
志布志のあるべき地域活性④
　〜続・〝日本一の「志」のまち〟 であるために〜』

こころざしコラム　第 38 回

日本一遠い !? 出前そば    志布志～深大寺 1400kmの旅 2017



　国民健康保険の被保険者の皆様を対象に、生活習慣病などの疾病の早期発見・早期

治療を図り、健康の保持・増進に役立てていただくために、人間ドック（一般・節目）、

ＰＥＴがん検診、脳ドック検診のいずれかを受けた方に年１回に限って助成を行って

います。

※保険診察の場合は、助成の対象とはなりませんのでご注意ください。
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◆公売方法：入札方式　　

◆�携行品：印鑑（認印可、シャチハタ不可）、身分証明書（運転免許証等）

　公売保証金（現金または小切手で納めてください。）

※代理人による入札の場合、委任状及び代理人の印鑑・身分証明書

◆その他：いずれも公簿表示で現況渡しです。

税の広場

今月の納税

口座振替日：

８ 月 3 1 日（木）

　口座振替をされる方は、口座振替日の前日
までに残高確認をお願いします。

●市県民税（２期）
●国民健康保険税（４期）
●介護保険料（４期）
●後期高齢者医療保険料（４期）

※�納税証明等の交付について

　金融機関等で納付してから市役所で納付確
認ができるまで、約１週間程度かかる場合が
あります。納付後、早急に納税証明等が必要
な場合は領収書等をお持ちの上、交付請求し
てくださいますようお願いします。 本庁  税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153） 

収納管理係（内線 147・148）問

志布志市の税金に関することや滞納処分の状況をご紹介します。

Tax Information

納　期　限：

平成29年度 滞納処分等実施状況について
　
生
活
状
況
に
よ
り
一
度
に
納
税
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
や
失
業
・
病
気
等
で

収
入
が
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

庁
・
各
支
所
の
税
務
窓
口
で
納
税
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、

大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不動産など）を差し押

さえることになります（法律では、「督促状を発した日から起算して 10

日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなけれ

ばならない」と定められています）。

◆差押えを実施した件数
　（平成 29 年度 ４～ 6 月） 6 0 件
差押えの内容：
●債　権：23 件　●預貯金：23 件

●不動産：９ 件　●給　与：４ 件

●動　産：１ 件

不動産公売会を実施します。
国民健康保険の財政は、

危機的状況です！
特定健診を受診した場合と受診していない場合の生活習慣病に

かかっている方の一人当たり医療費は、特定健診を受診してい
ない場合の方が、統計的に「約 27 万円」高くなっています。

特定健診の受診の有無により、医療費も増減することになり
ますので、国民健康保険の皆様も特定健診を受診するよう

お願いします。　

シリーズ・国保

本庁  税務課　滞納整理係　℡：474-1111　（内線 153） 問

売却区分番号 公売財産の名称、性質及び数量 見積価額 公売保証金

29-20 松山町泰野字堀ノ内 3274 番４　　田　　646㎡ 132,000 円 ―

29-21 松山町尾野見字大野原 894 番 239　田 ( 現況：畑 )　820㎡ 239,000 円 ―

29-22 志布志町安楽字門前堀 3213 番１、大人足 3275 番３　２筆　山林　3716㎡ 81,000 円 ―

29-23 志布志町安楽字大人足 3275 番１　山林　1697㎡ 37,000 円 ―

29-24 志布志町田之浦字大野原 408 番 22　田（現況：畑）　771㎡ 321,000 円 ―

29-25 松山町泰野字吉ヶ谷 273 番　原野（現況：山林）4608㎡　 37,000 円 ―

29-26 志布志町帖字後迫 10171 番　宅地　483.00㎡　
 居宅　木造セメント瓦葺平家建　121.85㎡ 1,624,000 円 163,000 円

29-27 有明町野神字水道 2708 番３　山林　985㎡、2708 番８　
保安林　1442㎡　２筆　※保安林指定区域です。 39,000 円 ―

●８月 22 日（火）入札実施分（９時 30 分受付　10 時入札）　　入札会場：有明地区公民館大会議室
！

８ 月 2 5 日（金）

※�売却区分番号 29-20、29-21 及び 29-24 は農地のため、入札に参加するためには、「買受適格証明」を提出して
いただきます。買受適確証明の申請受付は終了しました。

※公売物件の詳細については、ホームページ及び本庁・各支所窓口にあるチラシをご覧ください。

国民健康保険の皆様に人間ドック等の助成のお知らせです！

■問い合わせ先：保健課 国民健康保険係　℡：474-1111 （内線：122 ～ 125）

◆助成手続に必要なもの：保険証、印鑑、領収書、預金通帳、検診結果表

　（検診結果表は、特定健診の結果として特定保健指導に活用するために必要です。）

対象となるドック 助成額 対象者年齢

人
間
ド
ッ
ク

一般（日帰り） 20,000 円
30 歳から 74 歳までの国保被保険者

一般（宿泊） 30,000 円

節目（日帰り） 32,000 円 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・65 歳 ( 当該年度の４月１日か

ら翌年３月 31 日までの間に節目の年齢を迎える方 ) の国保被保険者節目（宿泊） 48,000 円

ＰＥＴがん検診 20,000 円 国保被保険者

脳ドック検診 20,000 円 40 歳から 74 歳までの国保被保険者

国民健康保険では、被保険者の皆様方の健康の保持・増進に役立てるため、受診料を助成

しています！ししまる健診パスカードで、お得にお買い物をしよう！

※�人間ドックの一般（日帰り、宿泊）のみ、後期高齢者医療被保険者の方も対象となります。

※�節目ドックは、節目の年齢の方のみが対象となりますので、上記の対象者年齢を確認するようにしてください。

　８月は限度額適用認定証及び標準負担額減額認定証の切替え時期となっています。

　新しい認定証は、自動更新ではなく申請式になっていますので、必要な方は国民健康保険被保険者証と印鑑（認印可）

をご持参の上、本庁各支所の国民健康保険担当窓口でお手続きください。

国民健康保険の限度額適用認定証の交付について
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「共生・協働・自立」
皆でつくろう

のまち

consumer 
affairs

消費生活相談
知ってる？

community

ふるさとづくり委員会の活動に　
参画しませんか？
　近年、社会を取り巻く環境は、少子高齢化社会の

到来や国・地方の財政状況の悪化などにより、以前
では考えられない厳しい状況の中で、住民のニーズ
はますます多様化、複雑化しています。
　そのため、市民や企業、民間団体、NPO、行政な
どがそれぞれ創意工夫に努め、連携し支え合うこと
が必要です。
　そこで、市では、市が目指す「市民が主役となる、
市民総意のまちづくり」の一環として、市内 21 地区
すべての公民館単位で活動する「ふるさとづくり委
員会」により、地域の活性化に自主的・継続的に取
り組んでいただいています。

　各地区の主な取組と
し て は、 イ ル ミ ネ ー
ションの設置や蕎麦づ
くり体験、観光地づく
り、花壇の整備や夏祭
りの開催など、地域の
実 情 に 合 わ せ、 自 分
たちのアイディアで、
様々な取組を行ってい
ます。これらの取組に
よって、各地区が少し
ずつ元気を取り戻して
います。
　地域づくりに興味の
あ る 方 は、 ぜ ひ 一 度、
お住まいの地区のふる
さとづくり委員会活動
に参画されてみてはい
かがでしょうか。また、
今後もふるさとづくり
委員会活動へのご支援・
ご協力をお願いします。

困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１い

や

や

８
８

ポ
イ
ン
ト
①

　

Ｃ
Ｍ
、
広
告
、
人
気
ラ
ン
キ
ン

グ
、
口
コ
ミ
な
ど
情
報
を
集
め
る

こ
と
は
大
事
で
す
が
、
広
告
だ
け

で
理
解
せ
ず
、
分
か
ら
な
い
こ
と

は
事
業
者
に
確
認
す
る
な
ど
し
っ

か
り
と
情
報
を
得
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
②

　

契
約
書
面
で
施
術
内
容
、
期
間
、

金
額
、
支
払
方
法
な
ど
契
約
条
件

を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
③

　

契
約
し
た
も
の
の
考
え
な
お
し

た
い
場
合
は
、
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
て
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

（
資
料
：
消
費
者
庁
取
引
対
策
課
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

市
役
所  

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
８
７
）

■問い合わせ先：企画政策課 地域政策係 

　℡：474-1111（257・252）

年金知っ得!?

インフォメーション

pension

持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
が
い
ま
だ
多
数
あ
り
ま
す

　

平
成
９
年
１
月
に
、
共
済
年
金
を
含
む
す
べ
て
の

公
的
年
金
制
度
に
共
通
す
る
番
号
と
し
て
「
基
礎
年

金
番
号
」
が
導
入
さ
れ
、
転
職
や
退
職
な
ど
で
加
入

す
る
年
金
制
度
が
変
わ
っ
た
場
合
で
も
、
生
涯
に
わ

た
る
年
金
記
録
を
１
つ
の
番
号
で
ま
と
め
て
管
理
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
12
月
以
前
に
、
国
民
年
金
と
厚
生
年
金

保
険
な
ど
、
２
つ
以
上
の
年
金
制
度
に
加
入
さ
れ
て

い
た
方
に
つ
い
て
は
、
年
金
制
度
ご
と
に
記
号
・
番

号
が
付
番
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
を
基
礎
年
金
番

号
に
一
本
化
し
、
過
去
の
年
金
記
録
を
1
つ
に
つ
な

げ
る
作
業
（
統
合
）
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
18
年
６
月
時
点
の
約

５
０
９
５
万
件
の
持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
に
関
し

て
、
い
わ
ゆ
る
「
宙
に
浮
い
た
年
金
記
録
」
が
い
ま

だ
約
１
９
５
１
万
件
残
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
29
年

3
月
時
点
）

年
金
記
録
の
確
認
は
お
済
み
で
す
か
？

　

特
に
、
若
い
頃
出
稼
ぎ
に
行
か
れ
て
い
た
方
、
短

期
間
お
勤
め
さ
れ
た
方
、
氏
名
が
変
わ
っ
た
方
な
ど

で
、
今
ま
で
自
分
の
年
金
記
録
を
確
認
し
た
こ
と
の

な
い
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
記
録
を

確
認
し
て
漏
れ
が
あ
っ
た
場
合
は
、
記
録
統
合
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　

昔
の
こ
と
で
、
思
い
出
す
の
が
大
変
で
あ
っ
た
り
、

記
録
が
統
合
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
時
間
も
か
か
り
ま

す
が
、
若
い
頃
に
苦
労
し
て
納
め
た
記
録
を
無
駄
に

し
な
い
た
め
に
、
ぜ
ひ
一
度
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

記
録
を
統
合
す
る
た
め
に
…

　

勤
務
し
て
い
た
期
間
、
会
社
名
、
会
社
の
所
在
地
、

一
緒
に
働
い
て
い
た
方
の
お
名
前
な
ど
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
思
い
出
せ
る
こ
と
を
お
伺
い
し
ま
す
。
心
当

た
り
の
あ
る
方
は
、
遠
慮
な
く
左
記
鹿
屋
年
金
事
務

所
に
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
民
環
境
課
年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１ （
内
線
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

編集体験後記

職場体験の最終日だった。市報の題字を習字で書い

た。上手に書けなかったができることはした。（東苑）

企画政策課の一部を体験し、市報の仕組みを知り、一

眼レフの知識の幅が広がり、良い体験でした。（藤元）

一番大変だったのは画像の加工・配置でした。難し

かったですが意外と楽しくて良い体験でした。（徳永）

実習を通し、市報しぶしの編集をしてたくさんの事

を学ぶことができ、良い経験ができました。（湯地）

　７月４日から７日まで、串良商業高校情報処理科

２年の東苑達也さん（有明中卒業）、藤元隆斗さん（有

明中卒業）、徳永遥さん（志布志中卒業）、湯地七海

さん（志布志中卒業）が志布志市役所で職場体験を

行いました。

　４人は、図書館や子育て支援センター、市民環境

課で市役所の仕事を体験し、最終日の７日に企画政

策課広報係で市報しぶしの作成を体験しました。

　男女共同参画研修会の準備や受付、市報しぶしの

写真撮影、題字を書いた東苑さんへのインタビュー

や題字のパソコンでの加工、インタビューや記事の

作成を行いました。

串良
商業高校職業体験

市報しぶしを作ってみた！

→�受付で資料を手渡す

徳永さんと湯地さん

通山海岸松林整備事業

蓬原「ふいやしき公園」整備事業

おじゃんせしんば志による地域活性化

←�４人で協力して写真撮

影にも挑戦しました

←�悪戦苦闘しながら写

真を加工しました

→�東苑さん（右）にイ

ンタビューする藤元

さん（左）

憧
れ
の
脱
毛
エ
ス
テ
！
ち
ょ
っ
と
気
を
つ
け
る
だ
け
で
ト
ラ
ブ
ル
回
避
！

正
し
い

情
報
収
集
を

「
月
額
○
○

円
」
っ
て
、

月
々
支
払
う

ん
じ
ゃ
な

か
っ
た
の
？

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
今
だ
け

で
す
。

予
約
は
必
ず

取
れ
ま
す
。

予
約
は
必
ず
取

れ
る
っ
て
言
っ

た
の
に･･･

全
く
取
れ
な

か
っ
た
。

あ
わ
て
ず
に

確
認
を
！

困
っ
た
ら

す
ぐ
に
相
談
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●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所　□□□ － □□□□

●電話番号（　　　）　　　－

お手数ですが

切手をお貼り

ください

8 ９ ９ ７ ４ ９ ２-

郵便はがき

志布志市役所  企画政策課

広報係　行
（No.140/2017- ８）

　

今
月
は
、
松
山
町
に
お
住
ま

い
の
節
雄
さ
ん
、
ヨ
シ
子
さ
ん

ご
夫
婦
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
に
同
じ
自
治
会
の

方
の
紹
介
で
結
婚
し
た
お
二
人
。

当
時
は
養
蚕
を
し
て
い
て
「
温

度
の
調
整
の
た
め
の
囲
炉
裏
が

各
部
屋
に
あ
る
」
と
当
時
の
様

子
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

駅
伝
の
選
手
だ
っ
た
と
い
う

節
雄
さ
ん
。
第
五
回
県
下
一
周

駅
伝
に
出
場
し
優
勝
し
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
消
防
団
で
は
駅

伝
で
鍛
え
た
健
脚
を
生
か
し
、

操
法
大
会
に
も
出
場
し
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

節
雄
さ
ん
は
、
今
で
も
畑
を

作
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
責
任

者
を
務
め
る
な
ど
ま
だ
ま
だ
現

役
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
手
が
か
か
ら
な
く

な
る
と
食
肉
加
工
場
で
働
い
て

い
た
ヨ
シ
子
さ
ん
。
勤
め
に
出

な
が
ら
牛
を
飼
っ
た
り
田
ん
ぼ

や
畑
を
作
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
勤
め
の
後
も
牛
の
世
話
な
ど

働
い
て
い
た
。
あ
の
頃
は
昼
に

洗
濯
を
し
た
こ
と
は
無
か
っ

た
。
ま
だ
若
か
っ
た
か
ら
頑
張

れ
た
」
と
話
し
ま
す
が
、
現
在

も
季
節
の
野
菜
を
家
庭
菜
園
で

作
っ
て
お
り
「
自
分
で
作
っ
た

野
菜
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
」

と
笑
顔
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
二
人
仲
良
く

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　 節雄さん (84 歳）

　　 ヨシ子さん（82 歳）

　　　   　 　 　　 　（松山町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

キラリ 青春！ 【曽於市】愛
あ い り

莉 さん　(20 歳）

今月の 題字

有明町　

　　 達也 さん

　

今
月
は
串
良
商
業
高
校
、
情
報
処

理
科
２
年
の
達
也
さ
ん
が
題
字
を
書

い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

演
劇
同
好
会
に
所
属
し
て
い
る
達

也
さ
ん
。
人
数
は
少
な
い
で
す
が
、

顧
問
の
指
導
の
下
、
少
数
精
鋭
で
練

習
し
、
秋
の
大
会
や
文
化
祭
に
向
け
、

発
声
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。

　

将
来
は
高
校
で
取
得
し
た
簿
記
や

ワ
ー
プ
ロ
、
情
報
処
理
な
ど
の
検
定

を
生
か
し
た
職
業
に
就
き
た
い
と
の

こ
と
で
す
。
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　現在のお仕事について教えてください

Ａ�．今年 3 月に美容師の専門学校を卒業して 4 月から美容室

I
イマージュ

MAGE で働いています。

Ｑ　どうして美容師に？

Ａ�．ハサミを持つ姿がかっこよくて、美容師は小学校の低学年の頃

からの憧れでした。人を喜ばせることが好きで高校生の頃から友

達のヘアアレンジをしたりしていました。

Ｑ　働いてみてどうですか？

Ａ�．まだ何もできない中で、色々なことに気を配らないといけない

のが難しいです。そんな中ですが、お客様が名前を覚えてくださっ

て話しかけてくれるだけでもすごく嬉しい。自分にしかできない

ことでお客様に喜んでもらえるような美容師になりたいです。

Ｑ　休日は何してる？

Ａ�．家にいることはまずないですね。アウトドア派で自然が好きな

ので友達と遠出して写真を撮ったりするのが好きです。

読者プレゼント

 凌
り ょ う

央 ちゃん（２歳 )

（志布志町）

 優
ゆ り

莉 ちゃん（５歳 )

（有明町）

◆ ご家族からのメッセージ！

　車と恐竜が大好きでたまに変な顔

をして笑わせてくれる元気いっぱい

な男の子です。

　最近は色んな言葉を話すように

もなり、成長の早さを日々感じ、

少し寂しく思います。

　これからもたくさんの思い出を

作っていこうね。

◆ ご家族からのメッセージ！

　ゆりっぺが生まれてもう 5 年で
すね。まだまだ甘えん坊で泣き虫
さん。ですが、ゆりっぺの素敵な
笑顔で皆が元気一杯です。
　これからも沢山、沢山、泣いた
り笑ったりしながら一緒に成長し
ていこうね。
　ゆりっぺ～。のびのびとおおき
くな～れ！

◆ ご家族からのメッセージ！

　最近は弟を笑わせようと芸に磨き

をかけるお姉ちゃん 2人組。

　そんな賑やかな毎日を過ごせて、

パパとママはとっても幸せです。

　食べて遊んで、どんどん大きく

なぁれ！

 来
こ う

柚 ちゃん（５歳 )

  　来
こ こ

胡 ちゃん（３歳 )

　　　　絢
けんしん

心 ちゃん（８か月)

（松山町）

　今月の読者プレゼントは、お

便 り を く だ さ っ た 方 の 中 か ら

抽 選 で、 ひ ま わ り 券 5 枚 と、

H
ハ ナ ノ ヤ

A N A N O Y A さ ん の「 ５ ０ ０

円 チ ケ ッ ト」をプレゼントしま

す！（詳しくは３ページをご覧

ください）

　ぜひ、ご応募ください！
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★アンケート★【８月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます）

高い医療費 みんなで助け合い 国保の心
◆平成29年５月分の医療費の状況です。

医療費総額 ２７１，９１４，９９１円
５月末 国保加入者数 ９，１０１人

１人当たり医療費
（医療費総額／国保加入者数） ２９，８７７円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２５，２３４円

個人負担額 ４，６４３円

１人当たり医療費の前年同月比 5.8％減。この金額は、国民健康保険に加
入している皆さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が支
払った医療費です。医療費総額の約 84.5％を市（国保）が負担しています。

市の人口
人口：３２，０８４人
男性：１５，１８１人
女性：１６，９０３人　

転入：７８人　  転出：６９人
出生：２８人　  死亡：３９人

世帯数：１５，７２８戸

（－２ 人）
（±０人）
（－２人）

（＋４ 世帯）

志布志港 平成 29 年６月分
※資料：鹿児島税関支署

①貿易船入港隻数：64 隻（日本 0、外国 64）
②輸出：17 億 65 百万円
③輸入：109 億 97 百万円

還
暦
同
窓
会

　

私
の
姉
（
63
歳
）
は
先
日
東
京

で
同
窓
会
を
し
て
関
東
、
関
西
、
熊

本
そ
し
て
志
布
志
か
ら
30
名
近
く
の

『
友
』
が
集
ま
り
、
昔
々
の
修
学
旅

行
を
思
い
出
し
た
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
還
暦
同
窓
会
の
時
に

東
京
在
住
の
友
か
ら
の
一
言
で
決
ま

り
、
東
京
在
住
の
友
４
人
が
段
取
り

を
し
て
く
れ
た
と
の
こ
と
。

　

今
年
は
私
た
ち
の
番
で
す
。
今

地
元
の
同
級
生
と
還
暦
同
窓
会
の

準
備
に
奮
闘
中
で
す
。
皆
で
盛
り

上
げ
よ
う
な
！

（
同
窓
会
実
行
委
員 

60
歳 

男
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

何
歳
に
な
っ
て
も
同
級
生
っ
て

い
い
も
の
で
す
よ
ね 

。

　

同
窓
会
の
成
功
を
お
祈
り
し
ま
す
。

天
気
に
恵
ま
れ
ま
す
よ
う
に
！

　

去
年
の
花
火
大
会
は
く
も
り
↓

雨
の
中
花
火
を
上
げ
て
い
ま
し
た

が
、
や
は
り
晴
れ
晴
れ
と
し
た
雲

一
つ
な
い
空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
天
気
に
恵
ま

れ
ま
す
よ
う
に
！

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
し  

34
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
花
火
大
会
は
、
雲
ひ
と
つ

な
い
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

打
ち
上
げ
花
火
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
こ
そ
晴
れ
ま
す
よ
う
に
！

頑
張
っ
て
ま
す

　

自
治
会
で
の
こ
ろ
ば
ん
体
操
に
週

１
回
参
加
し
て
ま
す
。
童
謡
に
合
わ

せ
て
歌
い
な
が
ら
、
お
も
り
を
つ
け

た
手
足
を
動
か
す
誰
で
も
で
き
る
簡

単
な
体
操
で
す
。
い
つ
か
は
来
る
で

あ
ろ
う
足
腰
の
老
化
に
少
し
で
も
ス

ト
ッ
プ
が
で
き
れ
ば
い
い
か
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。（

ハ
ッ
ち
ゃ
ん  

69
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

７
月
号
の
保
健
師
メ
モ
で
ご
紹
介

し
た
こ
ろ
ば
ん
体
操
で
健
康
と
友
達

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
※�
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か

わ
ら
ず
、
い
た
だ
い
た
お
便
り
か

ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
お

便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市民のこえ
・

お寄せいただいた
お便りを
ご紹介します！

お便り、お待ちしています

　市報しぶしを読んだ感想や今後取

り上げて欲しい特集、志布志市に対

するご意見等何でもお好きなことを

書いてください（一部修正して掲載

する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その

月のプレゼントの応募対象になりま

す。それ以降の分は次月の応募対象

となりますので、ご了承ください。

　頂いた「お便り」は「市民のこえ」 

コーナーに掲載します（お便りが多

数の場合には担当にて選考の上掲載

します）。個別の回答はいたしませ

んので、ご了承ください。

平成 29 年６月 30 日現在
（　）は前月比

こちらのコーナーは、

インターネット版では

ご覧いただけません。

ご了承ください。

８月は人権同和問題啓発強調月間です
　県では、８月を「人権同和問題啓発強調月間」と定め、この期間中にテレビ、ラジオによる啓発放送や
新聞広告など、様々な人権啓発活動を集中的に実施します。
　私たちの社会には、同和問題をはじめ、女性、子ども、高齢者などへの差別、インターネット上での悪
質な書き込みなど様々な人権問題が依然として存在しています。
　これらの人権問題を解決するためには、県民一人ひとりがお互いの人権を尊重し、偏見や差別のない社
会の実現に向けて意識を高めていくことが大切です。この機会に、皆さんも身近なところから人権につい
て考えてみましょう。 ■問い合わせ先：県庁人権同和対策課　℡：099-286-2574
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市役所からの大事なお知らせ
① 「健康づくり推進」図画・ポスター募集（保健課  保健対策係）

② 「志布志市民ガイドブック "
こ こ ろ ざ し ナ ビ

志 " Ｎ a v i」広告協賛募集について（企画政策課　広報係）

②
「志布志市民ガイドブック "

こ こ ろ ざ し ナ ビ

志 " Ｎ a v i」広告協賛募集について

■問い合わせ先：企画政策課　広報係　　℡：474-1111（内線 254）

スタッフ証
　訪問する㈱サイネックス社のス

タッフは、このスタッフ証を携帯し

ています。

　志布志市と株式会社サイネックス社が協働で製作する「志布志市民ガイドブック " 志 " Ｎ avi」
の広告協賛にご協力いただける事業者を募集しています。

　「志布志市民ガイドブック " 志 "Navi」は、日常生活に身近な市民サー

ビスの手続き、各種窓口の案内などをまとめたものに、地元事業者の

広告を掲載することで、市民サービスの向上や、地域経済の活性化を

図ることを目的とし、市内全戸及び新規転入者に１２月末頃、無料配

布することとしています。

　７月から９月にかけて、事業者皆様の広告掲載希望を募っています

ので、案内の際は事業の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいます

ようお願いいたします。

　なお、訪問の際は、右のようなスタッフ証を携帯していますのでご

確認ください。

①
「健康づくり推進」図画・ポスター募集

　市では、健康に対する意識向上を目的として、小・中学生の部、高校・一般の部に分けて「健康づくり推

進」に関する図画・ポスターを募集します。

　応募された作品は、市民の健康づくり啓発活動に利用しますので多くの方々の応募をお願いします。

◆応募資格：市内の小学生・中学生・高校生・一般

◆応募方法：図画・ポスター　１人　1 作品

● �27 × 38cm( 八つ切りサイズ）の図画用紙に水彩絵

の具またはクレヨン等で描いた平面作品

●�小学 3 年生以下：絵に文字を入れない図画の部へ応募

●�小学 4 年生以上（中、高生及び一般を含む。）：テー

マ等を書き入れたポスターの部へ応募

◆応募締切：９月 8 日（金）保健課必着

※学校への提出は９月４日（月）

◆�入選発表：個人及び学校等に連絡するとともに、広

報しぶしで発表し、市のホームページに掲載します。

※�作品には必ず住所・氏名・年

齢 ( 児童・生徒は学校名・学年 )

を記入し、作品下部に貼付し

てください。

※�グループ合作の作品は、対象

外とします。

※�作品は、未発表のものとします。

※��作品は、小・中学生は学校単

位で、高校生・一般の方は個

人で、市役所本庁保健課へ提

出してください。

※�作品は、健康づくり推進大会後、返却します。

平成 27 年度 市長賞
原添   珠侑さん

■問い合わせ先：保健課　保健対策係　℡：474-1111（内線 161）

「 ダ ニ 」 に ご 注 意 く だ さ い 山 や 草 む ら で の 野 外 活 動 の 際 は、
ダニに注意しましょう

春から夏にかけてキャンプ、ハイキング、農作業など、山や草むらで活動する機会が多く

なる季節です。野山に生息するダニに咬まれることで重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴ

Ｓ）、ダニ媒介脳炎、日本紅斑熱、つつが虫病、ライム病などに感染することがあります。

　無理に引き抜こうとせず、医療機関（皮膚科など）で処置（マダニの除去、洗浄など）

してもらいましょう。

　マダニに咬まれた後、数週間程度は体調の変化に注意し、発熱等の症状が認められた場

合は医療機関で診察を受けてください。

●診察時に医師に伝えること：野外活動の日付け、場所、発症前の行動

◆肌の露出を少なく！⇒帽子、手袋を着用し、首にタオルを巻きましょう。

◆�長袖、長ズボン、登山用スパッツ等を着用！⇒シャツの裾はズボンの中、ズボンの裾は

靴下や長靴の中に入れましょう。

◆足を完全に覆う靴を履く！⇒サンダルは避けましょう。

◆明るい色の服を着る！⇒マダニを目視で確認しやすくなります。

※上着や作業着は家の中に持ち込まないようにしましょう。

　�屋外活動後は入浴し、マダニに咬まれていないか確認しましょう。（特にわきの下、足

の付け根、手首、ひざの裏、胸の下、頭部（髪の毛の中）などに注意！）

ダ ニ に 咬 ま れ な い た め の ポ イ ン ト ！

ダ ニ に 咬 ま れ た 時 の 対 処 法 ！

厚生労働省

ダニ媒介感染症
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国
立
・
県
営 

鹿
児
島
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校
受
講
生
募
集

　

障
が
い
者
の
就
労
促
進
援
助

を
目
的
と
し
て
次
の
と
お
り
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆�

募
集
期
間

●�

パ
ソ
コ
ン
事
務
科
（
３
か
月

コ
ー
ス
）：
9
月
1
日
（
金
）

●�

介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
３
か
月

コ
ー
ス
）：
9
月
19
日
（
火
）

～
10
月
13
日
（
金
）

◆�

応
募
資
格
：
障
害
を
お
持
ち

の
方
で
、早
期
就
職
を
目
指
す
方
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
国
立
・
県
営

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

℡
：
０
９
９
６
‐
４
４
‐
２
２
０
６

結
の
集
い
in
志
布
志
市

　

イ
ル
カ
や
ペ
ン
ギ
ン
に
癒
さ
れ

な
が
ら
素
敵
な
出
会
い
を
探
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

◆�
開
催
日
：
10
月
１
日
（
日
）

◆�

集
合
：
大
黒
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

　

９
時
～
９
時
30
分

◆�

会
場
：
大
黒
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
、

　

大
黒
イ
ル
カ
ラ
ン
ド

◆�

対
象
：
20
～
45
歳
の
独
身
の
方

◆�

参
加
費
：
男
性
３
５
０
０
円
、

女
性
３
０
０
０
円

◆�

申
込
締
切
：
９
月
15
日

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

企
画
政
策
課　

地
域
政
策
係

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
５
７
）

　

�

e
メ
ー
ル
：deai-support@

city.shibushi.lg.jp

※�

メ
ー
ル
に
は
必
ず
件
名
を
入
力

し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

志
ア
ッ
プ
教
育
講
演
会　

　
「
志
を
高
め
る
教
育
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
上
で
大
切
な
こ
と

と
し
て
「
思
い
や
願
い
が
あ
ふ
れ
る

空
間
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
教
育
関
係
者
に
限

ら
ず
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。（
入
場
無
料
）

◆��

日
時
：
８
月
22
日
（
火
）

　

15
時
～
16
時
40
分

◆��

会
場
：
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◆��

講
師
：
廣
瀬 

真
琴 

氏

　
（
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）

◆���
演
題
：
人
々
が
豊
か
に
共
鳴
す

る
学
校

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

教
育
委
員
会 
学
校
教
育
課

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
）

調
停
員
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

調
停
制
度
の
手
続
、
利
用
法
に

つ
い
て
、
裁
判
所
の
調
停
委
員
が

Information＆
Event

お知らせ
Shibushi

Information
見逃せない情報がいっぱい！

募

集

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆�

日
時
：
９
月
10
日
（
日
）

　

10
時
～
15
時

◆
場
所
：
志
布
志
市
文
化
会
館

◆
相
談
内
容
：

●�

民
事
関
係
：
土
地
建
物
の
売
買
・

賃
貸
借
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
賃

金
・
過
払
金
請
求
、
損
害
賠
償
、

交
通
事
故  

な
ど

●�

家
事
関
係
：
婚
姻
、
離
婚
、
養

育
費
、
夫
婦
・
親
子
関
係
、
扶
養
、

遺
産
相
続
、
親
族
関
係  

な
ど

※
予
約
不
要
。秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
地
方

家
庭
裁
判
所
鹿
屋
支
部
庶
務
課

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
３
‐
２
３
３
０

総
合
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す

　

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
で
は

防
災
関
係
機
関
の
相
互
連
携
、
防

災
・
救
急
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
は
県
防
災
航
空
隊
の
「
さ

つ
ま
」
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
も
参
加

予
定
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
：
9
月
3
日
（
日
）

　

13
時
か
ら
（
雨
天
決
行
）

◆�

場
所
：
松
山
町
城
山
総
合
公
園

多
目
的
広
場

◆�

訓
練
種
目
：
広
域
住
民
避
難
・

展
示
訓
練
、
実
働
訓
練
、
合
同

救
出
・
救
護
実
働
訓
練

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
大
隅
曽
於
地

区
消
防
組
合　

警
防
課

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
０
５
７
９

志
布
志
市
長
杯
囲
碁
大
会

◆�

水
間
俊
文
七
段
に
よ
る
講
演

会
・
指
導
碁

●
日
時
：
11
月
18
日
（
土
）

　

講
演
会
：
13
時
～
14
時
30
分

　

指
導
碁
：
14
時
45
分
～
17
時

●�

場
所
：
有
明
地
区
公
民
館

◆�

囲
碁
大
会

●
日
時
：
11
月
19
日
（
日
）

　

�

10
時
～
17
時
30
分

　
（
９
時
～
９
時
30
分
受
付
）

●�

場
所
：
有
明
地
区
公
民
館

●�

定
員
：
先
着
１
０
０
名
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆�

申
込
み
方
法
：
申
込
書
に
記
入

の
上
、
大
会
事
務
局
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
郵
送
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆�

申
込
締
切
：
10
月
20
日
（
金
）

■�

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

大
会
事
務
局
（
安
留  

寧
）

　

〒
８
９
９
‐
７
５
０
３

　

有
明
町
蓬
原
２
７
１
４

　

ＦＡＸ
：
０
９
９
‐
４
７
５
‐
０
１
４
７

　

℡
：
０
９
０
‐
１
５
８
６
‐
４
３
３
４

不
動
産
無
料
相
談
会

　

鹿
児
島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
の
会
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

◆�

場
所
：
鹿
児
島
県
宅
地
建
物
取

お
知
ら
せ

（（
（
・日　程

参加費

大人 高校生以下

11/18　指導碁
1,000 円 1,000 円

※日本棋院会員無料

11/19　囲碁大会 2,000 円 1,000 円

水 道 修 繕 当 番 店

※�水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされな

いと基本料金が発生します。水道使用の予定がない場

合は、中止の手続きをお勧めします。中止されていた

水道を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路等で水が出ている時は、水道課へご連絡ください。

松山地区
８月 佐藤建設 ℡ 487-2049

９月 半下石建設 ℡ 487-8706

志布志地区
８月 16 日～８月 18 日 高吉組 ℡ 472-0721

８月 19 日～８月 21 日 宮崎水道 ℡ 472-1081

８月 22 日～８月 28 日 高吉組 ℡ 472-0721

８月 29 日～９月４日 崎田建設 ℡ 473-0050

９月５日～９月 11 日 志布志水道 ℡ 472-3540

９月 12 日～９月 18 日 山本組 ℡ 472-1101

９月 19 日～９月 25 日 宮崎水道 ℡ 472-1081

９月 26 日～ 10 月２日 高吉組 ℡ 472-0721

有明地区（土・日曜日、祝日、夜間）
８月 15 日～８月 19 日 郡山工業 ℡ 475-0008

８月 20 日～８月 26 日 西江建設 ℡ 474-2113

８月 27 日～９月２日 山中水道 ℡ 474-1440

９月３日～９月９日 池崎建設 ℡ 475-2068

９月 10 日～９月 16 日 郡山工業 ℡ 475-0008

９月 17 日～９月 23 日 西江建設 ℡ 474-2113

９月 24 日～９月 30 日 山中水道 ℡ 474-1440 ■問い合わせ先：水道課  工務係　℡：472-1111（内線 263）

市営住宅空き家情報【松山地区】

●鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ３階建て集合住宅（所得制限あり）２戸

　市営住宅　世帯向け　３ＤＫ　家賃　15,600 円～

●戸建て住宅（所得制限あり）　５戸

　特賃住宅　世帯向け　４ＤＫ　家賃　37,000 円

　市営住宅　世帯向け　３ＤＫ　家賃　15,000 円～

※��申込みから入居まで 10 日から１か月を要することが

ありますので、早めにご相談下さい。

　�最新の空き情報や詳細については、市ホームページ

または松山支所産業建設課管理係にお問い合わせく

ださい。

　■問い合わせ先：℡ 487-2111（内線 253）

ケーブルテレビでは、志布志市の話題を市民チャ
ンネルで放送しています。ぜひ、ご覧ください。

ＳＢＳ元気告知板
　市からのお知らせを元気に分かりやすく放送しています。
●更 新 日 ：毎月１日、16 日
●放送時間：17 時 50 分～、20 時 50 分～、22 時 50 分～
●次回の放送予定：８月 16 日～ 31 日
　テーマ：�ふるさとづくり委員会の活動に参加して　　

地域を盛り上げよう！

フロムしぶし元気アップ体操
●放送時間：�６時 54 分～（立位バージョン）　　　　　

11 時 54 分～（いすバージョン）

Ｔ
て げ

ＥＧＥ　Ｊ
じ ゃ っ ど

ＡＤＯ　Ｎ
に ゅ ー す

ＥＷＳ
●放送時間：7 時～、12 時～、18 時～、21 時～、 23 時～

まこちおもして！志布志にバンザイ
●更 新 日 ：毎月１日、16 日
●放送回数：毎日２回放送（曜日により時間は異なります）
※都合により変更になる場合があります。ご了承下さい。

■問い合わせ先：企画政策課 広報係　℡：474-1111( 内線 254)
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「市報しぶし」に 広告を載せませんか？
http://www.city.shibushi.lg.jp/docs/2013101000198/

詳しくはコチラ！ →

広
告

広
告

引
業
協
会
大
隅
支
部
（
鹿
屋
市

札
元
2
‐
３
７
６
５
‐
4
）

◆��
日
時
：
9
月
8
日
（
金
）、
10

月
13
日
（
金
）、12
月
8
日
（
金
）、

平
成
30
年
2
月
9
日
（
金
）、
平

成
30
年
3
月
9
日
（
金
）

　

13
時
～
16
時

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
大
隅
支
部

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
３
‐
０
４
３
６

事
業
主
の
皆
様
へ

　

平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
障
が

い
者
の
法
定
雇
用
率
が
次
の
と
お

り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

今
回
の
法
定
雇
用
率
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
障
が
い
者
を
雇
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
民
間
企
業
の
事

業
主
の
範
囲
及
び
身
体
障
が
い
者

が
身
体
障
が
い
者
補
助
犬
を
使
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
受
け
入
れ
義

務
の
あ
る
民
間
企
業
の
事
業
主
の

範
囲
が
従
業
員
50
人
以
上
か
ら

45
・
５
人
以
上
に
変
わ
り
ま
す
。

※�
平
成
33
年
4
月
ま
で
に
は
、
さ
ら

に
0.1
％
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

　 交 通 事 故 発 生 状 況
平成 29 年６月末現在累計（Ｈ 29 年１月～６月）   

   ※【　】は昨年比

区　分 鹿児島県 志布志市
発生件数 3 , 2 1 3 【 － 3 6 0】 5 6 【 － 1 8 】

死者数 　  3 6 【  ＋ 1 4】 １ 【 ± ０ 】
傷者数 3 , 7 7 1 【 － 4 7 9】 6 4 【 － 2 1 】

事業主区分 現　行 引き上げ後

民間企業 2.0％ 2.2％

国、地方公共
団体等 2.3％ 2.5％

都道府県等の
教育委員会 2.2％ 2.4％

　

去
年
、
日
中
は
晴
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
大
雨
の
中
で
の
開
催
と
な
っ
た
志
布
志
み
な

と
ま
つ
り
花
火
大
会
。
今
年
も
早
朝
か
ら
花
火

大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
好
天
で
、
た
く
さ
ん
の
お

客
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
と
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
夕
方
、
様
々
な
催
し

を
行
う
中
、
花
火
開
始
１
時
間
前
に
な
っ
て
大

粒
の
雨
が
降
り
出
し
、
去
年
と
同
じ
パ
タ
ー
ン

に
な
る
の
で
は
と
か
な
り
心
配
し
ま
し
た
。
幸

い
そ
の
雨
も
30
分
ほ
ど
で
上
り
、
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
る
空
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、
数
時

間
後
に
再
度
強
い
雨
が
降
る
と
予
想
さ
れ
た
た

め
、
花
火
の
打
ち
上
げ
開
始
を
30
分
ほ
ど
早
め
、

無
事
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
な
く
終
了
ま
で
花
火

を
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
近
の
雨
の
降
り
具
合
は
、
九
州
北
部
豪
雨
、

あ
る
い
は
秋
田
の
大
雨
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、

想
像
を
絶
す
る
程
の
大
雨
が
降
る
時
代
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
に
わ
か
雨
も
肌
に

痛
い
ほ
ど
大
粒
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ず
ぶ
濡

れ
に
な
る
ほ
ど
降
り
ま
す
。
一
昔
前
の
シ
ト
シ

ト
と
降
る
雨
の
風
景
は
、
今
や
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

東
京
都
調
布
市
、
深
大
寺
の
夏
そ
ば
を
味
わ

う
集
い
に
今
年
も
お
招
き
を
受
け
、
参
加
す
る

の
も
３
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
と
同
じ
よ

う
に
『
深
大
寺
か
ら
出
前
そ
ば
の
注
文
が
私
の

と
こ
ろ
に
き
た
』
と
い
う
設
定
で
、
志
布
志
の

夏
そ
ば
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
「
出
前
そ
ば
届
け

隊
」
の
皆
さ
ん
が
深
大
寺
ま
で
そ
ば
を
出
前
し

ま
し
た
。
志
布
志
港
か
ら
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
で
大

阪
ま
で
行
き
、
大
阪
か
ら
は
原
付
バ
イ
ク
で
東

海
道
を
走
り
、
東
京
ま
で
届
け
る
と
い
う
企
画
。

原
付
バ
イ
ク
で
す
の
で
道
中
は
時
速
30
㎞
で
し

か
進
め
ず
、
1
週
間
か
け
て
出
前
そ
ば
を
届
け

る
「
そ
ば
道
中
」
で
し
た
の
で
、
多
く
の
後
続

車
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
「
そ
ば
道
中
」
は
、
昨
年
と
異
な
り

各
地
に
立
ち
寄
り
交
流
し
つ
つ
志
布
志
市
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
大
阪
で
は
大
阪
そ
ば
処 

衣

笠
本
店
と
露
天
神
社
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
露

天
神
社
は
、
非
常
に
有
名
な
神
社
で
近
松
門
左

衛
門
「
曽
根
崎
心
中
」
ゆ
か
り
の
地
で
す
。
曽

根
崎
心
中
は
、
元
禄
16
（
１
７
０
３
）
年
に
露

天
神
社
の
境
内
で
実
際
に
あ
っ
た
心
中
事
件
を

近
松
門
左
衛
門
が
人
形
浄
瑠
璃
に
し
た
も
の
で

す
。
曽
根
崎
心
中
は
、
当
時
の
人
々
の
間
で
大

評
判
と
な
り
、
露
天
神
社
に
は
老
若
男
女
が
大

勢
押
し
か
け
た
そ
う
で
す
。
以
降
、
こ
の
作
品

は
幾
度
も
上
演
さ
れ
、
現
代
に
お
い
て
も
恋
の

成
就
を
願
う
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
露
天
神
社
で
も
６
月
30
日
に

夏
越
し
の
大
祓
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

は
衣
笠
本
店
さ
ん
の
ご
紹
介
で
、
こ
の
露
天
神

社
で
も
志
布
志
の
夏
そ
ば
を
振
舞
い
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
が
発
信
す
る
「
12
月
31
日
は
年
越

し
そ
ば
、6
月
30
日
は
志
布
志
の
夏
越
し
そ
ば
」

と
い
う
新
し
い
食
文
化
は
、
着
実
に
広
ま
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

※�

「
夏
越
し
そ
ば
」
は
、
大
阪
そ
ば
処 

衣
笠
本

店 

代
表 

高
木
浩
也
氏
の
登
録
商
標
で
す
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一

■マチイロに関する問い合わせ先：株式会社ホープ　℡：092-716-1404

で読めます。

他にも便利な機能がたくさん！

まずは右の２次元バーコードか

らご確認ください。

市報しぶしが
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志布志市　暮らしのカレンダー

８月
16 日 水

●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00  有明地区公民館）

17 日 木

●行政相談
　（13：00 ～ 16：00 志布志支所５Ｆ会議室）
●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00  やっちくふれあいセンター）
　※はぐくみスタッフが巡回します。
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30 健康ふれあいプラザ）

18 日 金

19 日 土
●交通安全法令講習会
　（８：30 ～　田之浦ふるさと交流館）
　（13：30 ～　潤ケ野地区営農研修センター）

20日 日
●交通安全法令講習会
　（13：00 ～　市文化会館）

21 日 月
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）

22 日 火

23日 水

●子育て講座
　（10：00 ～ 12：00  子育て支援センター  はぐくみランド）
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

24 日 木
●移動年金相談所※１

　（10：00 ～ 15：00  志布志支所５Ｆ会議室）

25 日 金

26日 土

27日 日

28日 月

29日 火

30日 水

31 日 木

【健（検）診等の健康カレンダーと日曜・祝日当番医は23ページをご覧ください】

９月
1 日 金

２日 土

３日 日

４日 月

５日 火

●法律相談 ※２

　（13：00 ～ 15：00  本庁３Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）

６日 水
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00  志布志支所５Ｆ会議室）

７日 木

８日 金

●特設人権相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  �新橋地区公民館）
●特設人権相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  �志布志支所５Ｆ会議室）

９日 土

10日 日

11 日 月

12 日 火
●交通安全法令講習会
　（９：00 ～　山重青少年館）
　（13：30 ～　川西地区公民館）

13 日 水

●創年市民大学公開講座　「西郷隆夫　講演会」
　（18：30 ～　市文化会館）
●交通安全法令講習会
　（13：00 ～　 伊﨑田地区公民館）
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

14 日 木

●交通安全法令講習会
　（８：30 ～　通山青少年館）
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30 健康ふれあいプラザ）

15 日 金

16日 土

17 日 日

８月・９月の行事予定

 ●げんき市【丼や和華のとなり】

　  毎週木・金曜日（８時 30 分～ 15 時）

 ●戌の市【宝満寺公園】

　８月３日、８月 15 日、8 月 27 日
　９月８日、９月 20 日

 ●そば処ちんたら庵【国道 269号線沿】

　・火曜日（そば）
　・日曜日（花・そばまんじゅう販売）

編
集
後
記

　

口
を
開
け
ば
「
ア
ツ
イ
」
と
い
う
言
葉

が
出
て
き
て
し
ま
う
こ
の
季
節
。
表
紙
の

撮
影
の
た
め
に
訪
れ
た
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
会
場
も
も
ち
ろ
ん
灼
熱
。
５

分
も
た
た
な
い
う
ち
に
汗
が
吹
き
出
す
よ

う
な
中
、
選
手
た
ち
は
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
て
い
ま
し
た
。
▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
外
で

は
、
保
護
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
飲

み
物
を
準
備
し
て
選
手
を
懸
命
に
サ
ポ
ー

ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
試
合
観
戦

を
す
る
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
▼
高
校
野
球
も
そ
う
で
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
姿

に
は
、
見
る
者
に
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
何

か
魔
法
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
気
が
し
ま

す
。
▼
撮
影
の
合
間
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

が
飲
み
物
を
差
し
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
魔
法
に
か
か
っ
た
と
は
い
え
、
私
に

と
っ
て
そ
れ
は
人
生
で
一
番
美
味
し
い
ア

イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
に
な
り
ま
し
た
。（
持
留
）

※１　年金移動相談は事前予約制です。志布志支所 市民税務課　℡：472-1111（内線 223）までご連絡ください。

※２　法律相談は予約制です。本庁総務課文書法制係　℡：474-1111（内線 224）までご連絡ください。
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